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クリスマスメッセージ

一 の聖 な る季 節 に， 私 た ちは世 界 中の

、一 国 々 に いる皆 さん に， 愛 とあ いさつ

の言葉 をお伝 え したい と思 い ます。・私 た ち

は， お よそ2000年 前 にベ ツ レヘム で生 まれ

た み ど り児 が，全 世 界 の救 い主 で あ られ る

キ リズ トで あ った こ とを宣 言 レ ます。過 去，

現 在 ，・未 来 に、わた り，す べ て の入 々の望 み

はキリス昨 託されて魅 窮 また判 ス

トの中 に，1世の多 くの もの か ら離 れ た心 の

平安 を見 いだ す こ とが で きる ので す。

ベ ツ レヘム に始 ま りエル サ レム に終 わ っ

た数 々の出 来事 は， 歴 史の 焦点 と言 える も

ので す。私 た ちが記 念 す る この降 誕 は， ゲ

ツセ マネ と カルバ リで起 こ った恐 ろ しい出

来事 の序奏 とな る もので した。 そ して馬屋

に始 ま り空 の墓 で終 わ った聖 な るみ業 を思

い起 こす な ら， ク リス マ ス は深 い 意 味 を

もって私 た ちの心 に迫 って き ます。

神 の独 り子 とい うす ばら しい贈 り物 に対

す る感 謝 の念 を， 喜 び を もって表現 す る こ

とこそ， ク?ス マ スの祝 い方 として ふ さわ

しい もので す。 この季 節 に歌 わ れ る讃 歌 や

キ ャロル は， 羊飼 いた ちが聞 い た天使 の讃

美 歌 を今 な お同 じよ うに響 かせ て います。

私 た ちは古 代 の予言 者 二 一フ ァイ と共 に，

「キ リス トの こ とを喜 」(II二一 フ ァイ25：

26〉 ぶ と宣言 す る もの です。 古代 の義 人 は，

信 仰 と希望 の うち にキ リス トが 降臨 され る

の を待 ち望 んで い ま した。私 た ちは謙 虚 さ

と感謝 の念 を も ってキ リス トの この世 にお

け る聖 なる み業 を、思い起 こ し， また，信 仰

と希望 の うち に， キ リス トの再 降 臨の と き

を待 ち望 ん で い ます。

私 た ち は， キ リス トの 中 に見 いだす こ と

の で きる平和 を， すべ ての 人 々が尋 ね求 め

る よ う祈 って い ます。

また， 商業 主義 とお祭 り騒 ぎ に 目を くら

ま され る こ とな く， 私 た ち が そ の 誕 生 を

祝 って い るお方 に心 を向 け るよ う に願 って

います。

ク リス マ スは 数 多 くの国 で祝 わ れて い ま

す が， この祝 日に伴 う伝 統 や 習慣 も実 に様

様 で す。私 た ち は，隣人 へ の愛 の奉仕 に よっ

て， 救 い主 を礼 拝 す る こ とを伝 統 とす るよ

う に奨励 して きま した。救 い主 が示 され た

親切 や寛容 ， 正 しい行 ない が，世 界 中の数

多 くの人 々 の生活 の中 に表 われ る よう に祈

る もの です。 な ぜ な ら， ベ ツ レヘ ムの空 にr

輝 いた星 が， 博士 たち を救 い主 の も とへ導

い たよ うに， キ リス トの教 え に従 順 な人 の

生 活 は， まだ貝費い主 を知 らな い現 代 の 多 く

の人 々 を導 く光 となる もの だか らです。

この ク リスマ ス の季 節 をは じめ，私 たち・

は いつ も， すべ て の人 々が イエ ス ・キ リス

トを通 して得 られ る希 望 と平 安 を見 い だす

ことが で きる よ うに， 心 か ら祈 ってい ます。
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呼びた家え蛎

この重要な教えは，1977年10月 に行なわれた総大

会で述べられたものです。大管長の意向により，

個人や家族の学習のために再掲載するものです。

大 管 長

ス ペ ンサ ー ・W・キ ンボー ル

福礫野態勢灘痴
基 をなす真 理 を こ こで再 確 認 し， それ らを

今 日の私 た ち にどの よ うに応用 す べ きか を

お話 したい と思 い ます。 この業 に関 して私

た ちが霊 的 な面 で受 け継 いで い る もの をさ

らに強 め， それ を土台 に して実 行 の歩 み を

速 める こ とが で き るよ う願 って い ます。

主 は時 の初 め よ り， 隣 り人 を 自分 自身 の

よう に愛 せ よ と民 に求 め てお られ ます。 エ

ノクの時代 の人々 につ いての 記録 を読 んで

みたい と思 い ます 。「主 はその 土地 を祝 した

まいたれ ば， 民 は山 の上 と高 き所 にて祝福

を受 け誠 に栄 えた り。

主 ， その民 をシオ ン と呼 びた ま え り。 彼
いつ

ら心 を一 に し，精神 を』 に し，義 に住 みた

れ ばな、り。 され ば彼 らの中 に貧 しき者 一 人

もなか りき。」(モ ーセ7117-18)

この真 理 を教 えた指 導者 た ち， この真 理

を学 ん だ人 々 につ いて は， モ ルモ ン経 の随

所 に その記録 が見 られ ます。慈 愛 に満 ちた

ベ ンジ ャ ミン王 は次 の よう に語 って い ます。

「ね が わ くは，私 が お前 た ち に話 を した
ゆる

よ うに 日々 自分 の 罪 の赦 しを保 ち，罪 無 し

に神 の前 を歩 くこ とが で き る よう に， お 前

たちが 一 人一 人 みな その財 産 の 多 い少 ない

に応 じて それ を貧 しい人 々 に分 け与 え る こ

と を望 む。 それ はた と えば，腹 のす いて い

る者 に食物 を与 え， は だかで い る者 に着物
や

を着せ ，病 んで い る者 を見舞 い， 各 々の 必

要 に従 って 肉体 につ いて も霊 につ いて も救

助 を施 す こ とで あ る。」(モ ーサ ヤ4：26)

二 一 フ ァイ第四 書 に は， 利 己心 を捨 て た

ため，4代 にわ た って完全 な義 の うち に栄
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えた二 一 フ ァイ入 の記録 が あ ります。理 想

の シ オン を実 現 した彼 らの有 り様 を心 に描

くと き，私 た ちは感 動 を覚 え ます。

「一 同 は一切 の所 有物 を共 有 したの で富

んで いる者 と貧 しい者 との 区別 もな く， 自

由 な者 と奴隷 との区別 もな くて， 誰 もかれ
たまもの

も自由 とな り天 の賜 を授 け られ た。
しつ と

ま た， 嫉 妬 ， 争 闘 ， 暴 動 ， み だ ら な 行 い ，



「主，その民をシオンと呼びたまえり」一

虚 言， 人殺 し， お よび何 らみ だ りがわ しい

行 いが なか っ たか ら， ま こ とに神 が造 りた

も うたすべ ての 民の 中 で この民 ほ ど幸福 な

民 が ある はずが な か った。」(IV二 一 フ ァイ

3，16)

この最 後 の神 権 時代 の，現在 か ら約4世

代前 に， 主 は現 代 の シオ ンを築 くこ とに関

して次 の よう に述 べ て お られ ます。
おの ごと

「こと ごと くの者
， 兄 弟 を己 が身 の如 く

ふ

に思 い， わ が前 に徳 と聖 きを履 み行 うべ し。
　 な ん じ

われ重 ね て汝 らに告 ぐ， 汝 ら皆 己が身 の

如 く に兄 弟 を思 うべ し。
うち も

汝 らり中誰 か十 二 人の 息子 を有 つ に， そ
かた

の一 人 にの み偏 よ る ごとをせ ざれ ばそ の子
しか

たち よく父 に仕 う。然 る に， す なわ ち一 人

に向 いて汝礼服 を着 けて 此所 に座 せ よ と言
か しこ お

い，また他に向いて汝ぽろ豪着て彼所に居
む か ド

れ と言 い，.しか も息 子 たち に向 いて， 見 よ，

われ 公平 な りと 言 うこ とを得 ん や。
た と え ド も ノド

見 よ、 こはrつ の比 喩 を以 て汝 らに語 る
まさ

とこ ろ参れ ど， 正 にわれ在 るが如 く真 な り。

わ れ汝 ら娩 向》)て言 わん， 汝 らひ とつ とな

れ。 も1しひ とっ とな らず ば，嫁 らはわが も

の にあ らず。」(教 義 と聖約38』：24-27)

、ジ ョセーフ ・F・ ス ミス大 管長 は，福 祉 活

動 の再 設 を予告 する言 葉 を1即0年 に語 って

います。

「あ な≧ がた は， 物 質的 な もの と肇 申 な

ものが溶 け合 っ てい る こ とを， いつ も心 に

留 めな けれ ばな らな い。 この二 つ は分 離 し1

た もので は ない。私 たちが 地上 にい る限.り，

片方 な) 、で， もう一 方 の こ とを行 な う こと1

はで きな い。

末 日聖徒 は， 霊的 な救 いだ けで な く， こ.

の世 の救 い を もた らす福 音 を信 じて いる。

一私 た ちは まず善 良， 忠 実， また正 直 で

勤勉 な人 にな ら なけれ ば， 本 当 に良 い， 信

仰 深 いキ リス ト教 徒 には なれ な い と思 って
きんげん

い る。 それ で私 た ち は， 勤勉 ， 倹約 ，謹 厳

を説 く福 音 を宣 べ伝 えて いる。」(「福 音 の教

義 」 第1巻 ，p.252〉

そ して，1936年 に大管 長会 は，現在 実 施

され て い る福 祉計 画 どい う形 で これ らの原

則 を宜言 して い ます。 この 宣言 は， 理想 の 、

シオ ンを築 くため の よ り完全 な機 会 を当時

の人 々 に提 供 す る もの で した。

大管 長会 は次 の よ うに述 べて い ます。「私

た ちの第 一 の 目的 は， 可能 な限 り， いまわ .

しい怠惰 や施 しの もた らす悪弊 を除 去 し，

独 立心 ，1勤勉 ，倹 約， 自尊 心 を再 び私 た ち'.

の間 に確 立 す る体 制 を築 くこ とで あ る。教

会 の 目的 は， 人 々ゐ 自立 を助 ける こ とに あ

る。勤 労 が再 び教 会員 の生 活 を貫 く原則 に

な らな けれ ばな らな い。」(「大 会 報告 」1936

年10月)

この大管 長会 の意 向 に誤 りはあ り孝せ ん。

この業 は，物 質 的 な性 格 を帯 び て いる よ う

に見 え るか も知 れ ません が，真 髄 は霊 的 な

もの であ る こ とは はっ き りと して い ます 。

次 のJ・ ル ーベ ン ・ク ラー クr・ジュ ご ア副 ・

管長 の言葉 にあ る よう に， これ は人 々 を第

一 に考 え
， 神 か らの霊 感 に よ り設 け られ た

聴プ ロ グ ラムで す。 「福 祉 計 画 の長期 目標 は，

与.える者 と受 け る者 双 方 の教会 員 の 人格 を

築 き，1豊か な精 神 とい う人 の 目につ かな い

結実 を むた らす こ とであ る。こ れ は結 局，

この教会 の使 命 と 目的 で あ り， また存在 す

る理 由 で もあ る。、」(J・ ル ー ベ ン ・ク ラー

ク ・ジ ュニ ア副 管長 ， ス テー キ部長 会特 別

、集会 ，1936年10月2日)
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私 た ち は世 界各 地 を訪 れ， 人 々 に会 う た

び に，私 たち の民 が物質 的 な必 要 を抱 え て

い る こ とを強 く感 じます。 け れ ど も，彼 ら

に援 助 の手 を差 し伸 べ た い と思 う とき に，

私 た ちは，「肉 を制 して は じめ て高 度 の霊性

が得 られ る」 とい う大 切 な教 訓 を彼 らに学

ばせ な けれ ばな ら ない こ とを，感 じる ので

す。 人 々 に 自分 の必 要 を 自分 で満 たす よ う

促 して こ そ， その 人 の人格 を築 くこ とがで

きる ので す。

与 え る者 が 自分 の欲望 を抑 え， 自分 の望

み に照 ら して他 人 の必 要 を正 しく とらえ る

と きに，福 音 は彼 らの生 活 の中 で生 きた も

の とな ります。大 いな る愛 の律法 に従 って
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「主，その民をシオンと呼びたまえり」一

生活 す る ときに， 人 は物質 的 な救 いだ けで

な く， 霊的 な清 め をも受 け るの です。

そ して，受 け る者 も，感謝 の気 持 ちを も っ

て受 け ると き， 真 の シオ ン にお いて人 は物

質 的 に も霊 的 に も救 い にあず か る ことが で

きる という こと を知 って，喜 び を覚 え ます。

こう して彼 らは 自立 し よう とい う気持 ちに

駆 られ， ほか の人 々 と分 か ち合 え るよ うに

な ります。

す ば らし い計 画 です。 皆様 は， シオ ンに1

美 しい衣 を着 せ る この福 音 に感 動 を覚 えな

いで しょうか。 こう して考 え てみ る と，.福

祉 活動 はプ ログ ラムで は な く，福 音 の本 質

で ある ことが わか ります。 まさ に，福 音 の

実 践 です。 キ リス ト教 徒 の生 活 を貫 く最 も

気 高 い原則 な ので す。

こう，した結 論 に至 る過 程 を具体 化 し， こ

の業 の根 底 をなす原 則 を明確 にす る ため，

私 は， 基本 的 な真 理 で あ る と思 う事柄 に つ

いて お話 した い と思 い ます。

第1に あ げ られ るの が， 愛 です。 隣 人 に

対 す る私 た ち の愛 ， さ らに主 に対 す る私 た

ちの愛 は，私 たち がお互 いに， あ、る いは貧

しい入 や悩 んで い る人 に対 して どの よう に

行動 す るか に よっ て測 られ ま す。

「わ た しは
，新 しい い ま しめを あな たが
たがい

たに与 える，.互に愛 し合 い な さい。 わ た し1

が あな たが た を愛 した よう に，、あ なた がた

も互 に愛 し合 いな さい。

互 に愛 し合 うな らば， それ によ って，1あ

なたが たが わた しの弟 子 であ る こ とを， す

べ ての者 が認 め るで あ ろう。」(ヨ ハ ネ13：

34-35;モ ロ ナ イ7：44-48;ル カ10：

25一 串7;14：12-14参 照)

第2は 奉仕 です 。 奉仕 とは， 官 己 を低 く'

し，援助 の必要 な人 を助 け.「貧 しい者 に持

物 を分 け与 え，飢 えた者 に食 物 を与 え て，
かんなん

・キ リス トの ため
， あ らゆる葵艮難 を その

身 に受 け」 るこ とで す。(ア ル マ4：13)

「父 な る神 の み まえ に清 く汚れ の な い信

心 とは， 困 って い る孤 児 や， や もめ を見舞

い， 自 らは世 の汚 れ に染 まず に， 身 を清 く

保 つ こ とに ほか な らな い。」(ヤコブ1：27)

第3は 労働 で すΦ、労働 は，幸福 と繁栄 と

自尊 心 を生 み ます 。 また あ らゆ る こと を成

し遂 げる ため の手段 で す。.怠惰 は この 反意

語で す。 私 た ち は働 く よう命 じ られて い る

の で す。、(創世3：19参 照)私 た ちの 物 質
あんねい

面，社 交 面， 情 緒面 ，霊 的面 での安 寧 を施

し に よ って 得 よ う と す る こ と は，労 働 に

よって物 を得 る よう命 じられ た神 の戒 め に

反 します。労 働 は教会 員 の生 活 を貫 く原 則

にな ら なけ れ ば な りませ ん。(教 義 と聖 約

42：42;56;17;68130-32;75：29参 照)

第4は 自立 で す。 教 会 と教 会 の会員 は，

自立 す る よう主 か ら戒 め られ て い ます訳教

義 と聖 約78：13-14参 照)

各 人 の社 交 面， 情緒 面， 霊 的面 ， 肉体 面 ，

経済面にお1ナる安寧を維持す蚕責任は，第
一 に本 人

， 第 二 にそ の家族 亀.第三 にその 人

が忠実 な教会 員 で あれ ば教会 が負 い ます・

肉体 お よび情 緒面 で健 康 な末 日聖 徒 は身

自分 と 自分 の家族 の安 寧 に関 して， そ・の責

任 を他 人 に譲 り渡 す こ とはで き ません。 主

の導 きを受 け，カ を尽 くすな らば， 物心 両

面 で 自分 と 自分 の家 族 を養 うと とがで きる

はずぞ す。、.(1テ モテ5： 一8参無)'、

第5は 奉 献 で す。 これ には犠牲 が含 まれ

ます。奉 献 とは， 霊 的面 で あれ物 質 面 で あ

れ， 助け を必 要 と して い る人 の た めに，・ま

6



一
た主 の 王国 の建 設 の ため に， 自分 の時 間 と

才能 と財 産 を提供 す る ことで す。福 祉 プ ロ

グラ ム にお ける奉 献 に は会 貝 た ちが生産 事

業 で働 くこ と， 専 門的 な技能 を分 か ち合 う

こ と，惜 しみ な く断食 献金 を納 め るこ と，

ワー ド部 お よび定員 会 の奉仕 活動 に参加 す

る ことが あ ります 。 また， ホー ム ティー チ

ングや 家庭 訪 問で も時 間 を奉 献 し ます。私

た ち は 自分 を捧 げる と き，奉 献 して い るの

で す。(『偽 りの神 々』 「聖徒 の道」1977年8

月号 参照)

第6は 責任 です。 教会 の会員 は，霊 的面

も しくは物質 面 にお いて神 よ り委託 を受 け

て お り， これ に は責 任 が伴 い ます 。万 物 は

肉を制してはじめて

高度の霊性が得られる

主 の もの であ り，私 た ちは家族 を どう導 き，

自分 の体 ， 心， 財産 を ど う用 い るか につ い

て，責任 を負 って い ます。(教義 と聖 約1041

11-15参 照)忠 実 な僕 とな る には，正義 に

基 づ いて 治 め， 自 己に属 す る もの を世 話 し，

貧 しい人， 乏 しい人 に目 を向 ける必要 が あ

ります。(教 義 と聖 約104：15-18参 照)

これ らの原 則 は福 祉活 動 の推進 力 です。

私 た ちは皆， これ らの 原則 を学 び，従 い，

そ して教 えな けれ ば な りませ ん。指 導者 の

皆 さ んは会員 に， 父親 は家族 に，.これ らの

原則 を教 えて いた だ きた い と思 い ます。 私

たち は これ らの真理 を実践 して こそ，理 想

の シオ ンヘ近 づ く ことが で きるの で す。

シオ ン とは， 主 の 誓約 の民 に対 して主 よ

り与 え られ た名 前 で あ り， 清 い心 を持 ち，

貧 しい者， 乏 しい者， 悩 む者 に絶 えず援 助

の手 を差 し伸 べ る人 々 の ことで す。(教義 と

聖約97：21参 照)

「主， その民 を シオ ンと呼 びた まえ り。

彼 ら心 を一 に し， 精神 を一 に し， 義 に住 み

た れ ばな り。 され ば彼 らの中 に貧 しき者 一

人 もなか りき。」(モ ーセ7：18)

この神 権 に基づ く最 高 の社 会 は， 愛 と奉

仕， 労働 ， 自立， 管理 とい う教 義 の上 に立

て られて い ます。 そ して これ らはす べて，

奉献 の誓約 の 中 に包含 され る もので す。

で は， これ らの原則 を実 行 に移 す ため の

活動 とプ ロ グ ラム につ いて述 べ てみ ま し ょ

う。

ご存 じの通 り，私 た ちは数年 前 か ら， 個

人 と家族 の備 えをか な り強調 して きま した。

教会 員全 員 が この方 向 に向 か って努 力 して

いた だ きた い と思 いま す。 ま た， この件 に

つい て は消 極 的 で な く積極 的 に理解 し， 強
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「主，その民をシオンと呼びたまえり」一

調 する よ うに望 む もので す。

扶助 協会 は個 人 と家 族 の備 えを 「将 来 を

考 えて の生活 」 として教 えて い ますが， 私

はこれ を好 ま しい こ とであ る と思 い ます。

これ は次 の よ うな意味 を含 んで い ます。 す

なわ ち， 資源 を節 約 す る こと，財 政計 画 を

立 て るこ と，健 康 管理 に万 全 を尽 くす こ と，

教 育 と雇 用条件 の改善 の た め に準備 す る こ

と， 家庭 生産 と貯蔵 に関心 を払 う こ と， 情

緒 の安 定 を図 るこ とが含 まれ ます。

例 え ば， 家庭 菜 園 を造 る こ とに よって ，

食費 を軽減 し，新鮮 な野菜 や果 物 を収穫 す

る こ とが で き ます が， 恵 み は これ だ け に と

どま らない こ とを理 解 して いた だ きた い と

思 い ます。 菜 園の雑 草 を抜 き， 水 をま く と

きに交わ され る親 と子 の交 流 に は測 り知 れ

な い価値 があ ります。種 蒔 き と耕作 と収 穫

の律法 を学 ん で いる彼 らに， どれ ほ どの 恵

みが もた らされて い る ことで しょ うか。 ま

た，家族 でひ とつ の こ とをす る には，全 貝

の協 力が不 可欠 で す。 これ によ って家族 が

一 層親密 にな る とい う祝福 もあ り ます
。

私 たち は雇 用 条件 の改 善 の意 味 か ら読 み

書 きの能 力 と教 育 を提 唱 して い ます が， 聖

典 や教会 の出版 物， その ほか い ろい ろな 良

書 を読 む ことか ら直 接 得 られ る喜 び も決 し

て過 少評価 す る こ とがあ りませ ん。私 た ち

は家族 の祈 り， 親切 な言葉， 完 全 な意志 の

疎 通 に よって情 緒 の安 定 を図 る こ との大切

さを教 えて います が， そ れ と同時 に，礼 儀

をわ きまえ た活 気 の あ る雰 囲気 の もとで生

活 する こ とが どれ ほ ど喜 ば しい もの であ る

か とい う こと も知 ってい ます。

個 人 と家 族 の備 え の各 分 野 は， この よ う

に， 直接 災害 と結 び つけ るの で はな く， 日

常生 活 におけ る恵 み と関連 してお 話 す るこ

とがで きます。

これ らは正 しく， 私 た ち に満 足 を与 える

もので す。 したが って これ らを実 践 し よう

で は あ りませ んか。 また，私 た ちは主 の勧

告 に従順 であ りた い と願 って い るはず で す。

この よう な気 持 ち でい れ ば， 私 た ち はほ と

ん どの不 測 の事態 に備 え るこ とが で き ます。

そ して主 か ら繁 栄 と慰 め を与 え られ る で

し ょう。 苦難 の時代 が到 来 す るの は確 実 で

す。 主 は その よ うに予告 して お られ ます。
ぽう

そ して，シオ ンの ステー キ部 は確 か に，「防
ぎよ さけどころ

禦 のた め とな り，また暴風 雨 の避 所 」(教義

と聖約115：6)と な ります。私 た ちは知 恵

を用 い て慎 み深 く生 活 して い るな らば， 主

の み手 の 中 に あ る が ご と く に守 られ る で

しよう。

私 は，神 権定 員会 と扶助 協会 の集会 にお

いて，個 人 と家 族 の備 えの考 え方 を正 し く

教 え，教 会 貫全 貝 が これ に積 極 的 に取 り組

め る よ うに して ほ しい と思 い ます 。

また， 断食 の律 法 に関 す る義 務 につ いて

も教 えて い ただ き たい と思 い ます。会 員 一

人 一 人が貧 しい人 ，乏 しい人 の た めに惜 し

みな く断 食献金 を納 め るべ きで す。 この献

金 は， 少 な く とも断 食 を して いる間 の2食

に相 当す る金額 で なけれ ば な りませ ん。

「私 たち は時折 ，惜 しむ気 持 ち か ら， 朝

食 を卵1個 で済 ませ て い るので， それ に相

当す るお金 を主 に納 め よ うと考 え る ことが

あ る。 現在 は多 くの 人 が裕 福 で あ る と思 う

が，裕福 な と きは， もっ と寛 大 に なる必要

があ る。

私 は， 断食 した2食 分 の金 額 で はな く，

で きる状 態 であ れ ば もっ と多 く，10倍 以 上
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鵜聞1囎 鰭騨 　働饗嬰騨響 警鷺懸鮮
の金額 を納 め るべ きで あ る と考 え て いる。」

(「大 会報 告」1974年10月 ，p.184)

主 に従 い なが ら貧 しい生活 を送 って い る

人 の必 要 を満 た す手段 と して，長 年 の間 ，

断 食献 金 が使 用 され て き ま した。 過去 と同

様 に現在 も，教 会 は， 福祉 プ ログ ラム にお

いて現 金 が必要 な場合 に この 断食 献金 を使

用 しで います 。 日用 品 は福祉 生 産事 業 か ら

得 られ るよ う匠 して い ます。 もし私 た ちが

惜 しみな「く断 食献金 を納 め るな うば，私 た

ちは霊 的 に も物質 的 に もさ らに繁 栄 す る で

し ょう。

兄 弟姉 妹 の皆様 ，一以上 のこ とを心 に留 め

て， この偉大 な業 を推進 する よ う私 醤切 に

お勧 め したい と思 い ます。現 状 は私 た ち に

とって も主 に とっ て も満 足 すべ き もの で は

な い とい うこ とを，全 体 と して， また個 人.

と して認 識 す るか どう かが，私 た ちの今後

を大 きく左 右 す るの で す。

これ まで学 ん だ教 訓 を生 か して いこ うで

は あ りませ んか。 日常 生 活 にお いて奉仕 と

奉献 を実 行 し， この世 の もの に打 ち勝 つ こ

とに よ り， 救 い主 に近 づ き， 霊 的 に さ らに

多 くの ことを成 し遂 げよ うで はあ りませ ん

か。

私 たちが こ ぞっ てそ の よう に努 力 す るな

らば，私 た ち につ いて記 され て い る 「ま こ

とに神 が 造 りたも うたす べて の民 の 中で こ

の民 ほ ど幸 福 な民 が あ るはず が なか った」

と い う状 態 に到 達 す るで しょ う。

ホームティーチャーへの提案

強調 点 ：ホー ム テ ィーチ ング の と きに， 以

下 の点 を話 し合 う とよい で し ょう。

1.隣 人 に対 す る私 たち の愛， さ らに主 に

1.1灘漁鯉 瞭 瞬 櫓 厭 ぐ噸 熟

灘 羅欝轡 響糖
甑 騨 膨 輔 燦 辮 ，騰 嘩 艶 ま
，㌃1辱、'黙鱒鞭 鷺 蘇 墜 嘩 た

灘 驚獄 讐驚，警
稽 各煙 鱗 藍 聯 瓢 鞭 道沸 体再

・薫済面に鞍虻る安寧牽舞講誹る奪
任 は1第 一 に本 人， 第土 にぞ の家族，1

第三 に教 会 が負 い ます。

4.奉 献 には犠牲 が含 まれ ま す。 奉 献 と憶，

霊 的 面 で あれ物 質面 で あれ， 助 け を必

要 と して いる人 の た めに， また主の 王

国 の建 設 の た めに， 自分 の時間 と才能

と財産 を提供 す る こ とで す。

5.会 員一 人 一人 が貧 しい人 ，乏 しい人 の

ため に惜 しみ な く断 食献 金 を納 め るべ

きで す。 そうす れ ば，霊 的面 にお いて

も物質 面 にお いて も宝 を増 やす こ とに

な るで しょ う。

話 し合いを進めるために

1.

2.

福 祉 活動 の基 本 原則 につ いて 自分 の気

持 ちや経 験 を話 す。 家族 に も話 して も

らう。

家族 で朗 読 した り話 し合 った りす る と

良 い と思 わ れ る聖 句 や 引用文 が この記

事 の 中 にな い だろ うか。

3.訪 問 の前 に家 長 と打 ち合 わ せ た方 が，

良 い話 し合 いが で き るので は ないだ ろ

うか。福 祉 計 画 に つい て，定 員会指 導

者 や監 督 か ら家 長 に あ て られ た メ ッ

セー ジはな いだ ろ うか。
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私
は もう何 年 もク リス マス の たび に，

ニ ュー ヨー クの新 聞 を読 んで知 った

貧 し く困っ てい る家庭 に衣 類 を贈 り続 けて

きま した。 そ して その中 に は，必 ず霊 性 を

高 め るよ うな読 み物 も一緒 に入 れ て きま し

た。

ク リスマ ス休 暇 中の ある 日，私 が荷 作 り

して いる と ころを じ っ と見 て いた夫 の ウ ィ

ルは，私 にこ う言 いま した。「ぽ くが その荷

物 を車 で町 まで運 んで い った ら どうか な。

うちの ワゴ ン車 な ら十分積 め るだ ろ う。」

私 は うれ しくな りま した。 も し夫 が そ う

して くれ るな ら，送料 の高 い重 い冬物 の衣

服や食料 品 も持 って い って もら えるの で す。

私 はう きう き しな が ら， で きる限 りい ろい

ろな もの を集 め ま した。 その 間， 夫 の ウ ィ

ル はマ ンハ ッタ ンや ブ ロン クス， ブ ル ック

リン といっ たニ ュー ヨー ク市 内 の地 図 を用

意 し，途 中停 車 す る場 所 を調 べ ，スケ ジュー

ル を決 めま した。

ク リスマ スの前 日の早朝 ， ウ ィル と我 が

家 の十代 の息子 たち は ワゴ ン車 に荷物 を積

み込 み，屋 根 に もい くつか荷物 を く く りつ

けま した。 当 日は薄曇 りの寒 い 日で したが，

10

ウ ィルが 身 につ けた防 寒着 は帽子 ぐ らいな

もの で した。 普段事 務 の仕 事 を して い る夫

が，外 に出 て仕 事 をす る とい うの はめず ら

しい ことで した が， それ で も寒 さ には 自信

が あ るよう で した。

荷 物 を積 ん だ 車 が ドラ イ ブ ウ エー か ら

バ ッ クで出 て い くの を見 送 りなが ら，私 は

ふ と不 安 にか られ ま した。 もし車 が故 障 で

も した らど うし よう。道 が わ か らな くな っ

た らどう し よう。冷 え込 んで きた らどう し

よう。町 の 中 で も一 番犯 罪 の 多 い地 区 に行

こう と して いる夫 が，襲 われ で も した らど

う しよ う。

家 に入 りか け た私 は， ゆ っ く り舞 い落 ち

て くる雪 を見 なが ら不安 をつ の らせて い き

ま した。私 は家 に入 るな り， ひ ざ まず き，

主 にウ ィル の安 全 を願 い祈 りを捧 げ ま した。

「天 のお父 様
， ウ ィル は私 の使 いで出 て お

ります… …」 そ こ まで祈 って私 は黙 りま し

た。何 か間違 っ た こと を言 った よ うな気 が



した ので す。「いい え，そう じ ゃな い。夫 は

主 の使 い で出 てい る んだ わ。」私 はふ と思 い

ま した。 そ してそ の よ うな考 えが 浮 かん だ

こ とに驚 き ま した。 夫 は 自分 のた め に出 か

け て行 っ たな ど と， 私 は ずい分 うぬ ぽれ た

考 え を してい たの です。 そ して，彼 が安 全

に守 られ るか ど うか は私 の祈 りにか かっ て

いる な どと思 い込 んで い たの です。 しか し

その瞬 間，私 は神 の使 い で出 てい る夫 は必

ず守 られ る とい う確 信 を得 た ので す。

私 は夫 の ことは もう心 配 しない ことに し，

立 ち上 が って ク リス マス の準 備 を続 け ま し

た。 朝方 ずい分 ゆ っ く り降 って いた雪 が，

昼 頃 には吹雪 に変 わ って い ま した。 午後 に

な っ て， 私 は歩 い て近 くの店 まで買 い物 に

行 こう と しま した。 しか し， 雪 の吹 きだ ま

りに あい， 引 き返 さ なけ れば な りません で

した。 こんな近 くで さ え歩 け な くな る ぐ ら

いで す。 町 の方 は どんな で し ょうか。

夕 食 の時 間 にな りま した。 ウ ィル か らは

聖徒 の道/1984年12月 号

ま だ何 の連絡 もあ りませ ん。 夫 は電話 を入

れ る と言 って いた ので す。心 配 しない とい

う私 の決 心 は しだ い に ぐらつ き始 め ました。

夜 にな って， 息 子 た ち が 外 の 雪 か き か ら

帰 って き ま した。 そ して ひ と りが言 い ま し

た。 「お父 さん ま だP今 頃 どの辺 かな。」

「お母 さん。Jも うひ と りが言 いま した。

「お父 さん
， まだ荷 物届 けて ない ん じゃな

い の。 こん な 日は き っ とだれ も家 に入れ て

くれ ない と思 うな。 心配 させ るつ も りはな

い ん だけ ど…… 。」

「大 丈 夫 よ
， きっ と。」そう言 っ て子供 た

ち を安 心 させ た ものの， 私 の心1ま落 ち着 か

な く なって い き ま した。 間 もな く11時 を指

そ う と して い る台所 の 時計 を無視 しなが ら，

私 は気 を し っか り持 ってプ レゼ ン ト包 みに

専念 して い ま した。 す る と息子 の ひ と りが

ほ っ と した ような声 で 叫 んだ ので す。「お母

さん，お父 さん の車 だ よ。帰 っ て きたん だ。」

私 は ドキ ドキ しなが らコー トを つか む と

外 に飛 び出 して行 き ま した。 車 か ら降 りて

きた ウ ィル は，私 が想像 して いた ほ ど寒 そ

うで も， 疲 れ切 って もい ませ んで した。私

に は彼 が，雪 のた め に放 置 された車 をよけ

な が ら15時 間 も雪道 を運 転 し， 雪 の積 も っ

た歩 道 を荷物 をか つ いで歩 き回 って きた人

とは とうて い思 えず， ほ んの30分 ほ ど散 歩

して きた人 ぐ らい に しか見 え ませ んで した。

「困 っ た ことは何 もな か った よ
。 全部 の

家族 に届 けて きた よ。」夫 はそ う言 って私 を

安 心 させ ま した。

そ の晩，私 は夫 の安全 が守 られ た こと に，

そ して主 の方法 に対 する私 の理 解 が深 ま っ

た こ とに感謝 しま した。

*セ ロバ ー姉 妹 は，バ ー ジニ ア ビーチ，バー

ジニ アワ ー ド部 の会 員 で ある。
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灘認盤 嚢灘鱗
お

よそ2，000年 の昔，マ リヤ とい う名 前

の若 い女性 がパ レスチ ナの小 さな村

ナザ レに住 ん でい ま した。彼 女 に最 も近 い

家族 と して は， ダ ビデ王 の子 孫 で あ る ヨセ

フ と結婚 の約 束 を して いた こ と以外何 も知

ら され てい ませ ん。

神 の み も とよ り天使 ガブ リエル が訪 れ た

日のマ リヤ の驚 き は， いか ば か りだ ったで

し ょう。 み使 いは マ リヤに あ いさ つ して言

い ました。f恵 まれ た女 よ，お めで とう，主

が あな た と共 にお られ ます。」

「この言葉 にマ リヤ はひ ど く胸 騒 ぎが し

て」，このあ い さつ はなん の こ とだ ろう か と

思 いめ ぐ らして い まし た。(ル カ1：28，29

参 照)そ れ か らみ使 い はマ リヤ に，神 か ら

恵 みを受 けて神 の独 り子 の母 とな るこ とを

告 げ知 らせ ま した。

み使 いの説 明で は，幼 な子 は聖 霊 の力 を

通 して彼女 に生 まれ， そ れゆ え に聖 な る者

となるの で した。御 子 を受 け入 れ るす べ て

の霊 を救 う ことか ら， そ の名 はイ エ ス と，

となえ られる こ とにな っ てい ま した。

「彼 は大 い なる者 とな り
， い と高 き者 の

子 と， となえ られ るで しょう」 とガブ リエ

ル は言 い ま した。 イエ ス は王 とな り， とこ

しえにイ スラ エル の家 を支配 し， さ らに世

の腰 い主 とな るので す。

マ リヤ は事 情 が の み込 め ず に， 「ど う し

て， そん な事 が あ り得 ま し ょう か」(ル カ

1：34)と 言 いま した。 み使 いは それが聖

霊 の力 によ って超 自然 的 に起 こ る，ど説 明 し

て い ます。(ル カ1：26-35参 照)

み使 い はマ リヤ の いい なず けの ヨセ フに

も訪 れ ました。 ヨセ フは素 直 な心 の持 ち主

で， み使 いの言葉 をす ぺて理 解 し ました。

こ う して 処 女 マ リヤ は， メ シ ヤ な る イ エ

ス ・キ リス ト、Φ母 とな るの で す。』

イエ スの誕 生 が近 づ いた頃 ， マ リヤ とヨ

セ フはパ レス チナ の別 の 村 ベ ツ レヘム ヘ旅

を し ま した。 ふた りは子供 を産 む ため に宿

屋 に泊 ま りた いと思 っ たの です が，部 屋 が

あ りませ ん で した。政 府 の命令 に よる人 口

調査 の ため に， ベ ツ レヘム に はた くさ んの

人 々 が集 ま って い ま した。 彼 らは マ リヤ と

ヨセ フ よ りも早 く着 い たので ，宿 屋 が全部

ふ さが って いたの です 。

イ エス が生 まれ そ う にな って， ふ た りは

ほ ら穴 か う ま屋 に場 所 を見 つ け， マ リヤ は

そ こで子 供 を産 み ました。 そ こには ベ ッ ド

や その ほ かの設備 もな く，幼 な子 は飼 い葉

お け に寝 か され ま した。

これ が最初 のク リスマ スで した。 飾 りっ

け も，家 族 のパ ー テ ィー も子 供 の遊 ぶ姿 も

あ りませ ん で した。 しか しそ こ にはか つ て

な いほ ど に偉 大 な歓喜 の歌 が あ りま した。

天使 た ち も神 の御 子 の誕生 を祝 う壮大 な

合 唱 に加 わ り，今 や世 の救 いが始 ま りま し

た。救 いは すべ ての 人類 にも た らされ， 死

は征 服 され ま した。 やが て この幼 な子 が成

人 して復 活が もた らされ， 人 類 は再 び生 き
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灘灘 羅蟹灘 雛i漂

鑛購，難灘難
るこ とが で きるの です 。

ク リス マ スの贈 り物 で すかP当 時 はあ り

ませ んで した。博 士 た ちが捧 げ物 を携 えて

や って 来 たの は後 に な ってか らです。

しか し今 や神 は， 神 の独 り子 と いう贈 り

物 を世 に賜 わ っ たの です。.そして この御 子

は地 上 に生 まれて きた こ とで ， ご 自身 を と

こ しえの大 いな る贈 り物 として捧 げ られ た

ので す。

主 は私 た ち に救 いの計 画 を与 え，私 たち

が墓 か ら よみが え って永 遠 に幸福 な生 活 が

送 れ る よう に， 主 みず か らの命 を捧 げて く

だ さ い まし た。 これ以 上 の もの をだれ が与

え られ るで し ょうか。

な ん とす ば らし い贈 り物 で しょ うか。 こ

の贈 り物 が私 た ち にと って どん な に大切 か，

考 えてみ て くだ さ い。

こう した贈 り物 に対 して，私 た ちが 自分

で身 に つけ る ことの で きる もの が あ ります。

それ は， マ リヤ の示 した忍耐 ，献 身， 忠実

さで す。 また その御子 か らは，世 にあ って

世 の もの とな らず に真 に福 音 の原則 に従 う

こ とを学 ぶ こ とが で きます。

マ リヤ もま た， 神 の御 子 を幼 い頃 か ら成

人す る まで養 育 し， しつ ける とい う贈 り物

を して くれ ました。養 育 に費 や した時間 と

月 日， 献 身 に重 ね た 歳 月 は い か ば か りで

し よう。

この最 初 の ク リス マ スと メシヤ な るイエ

スの誕生 に よ り， イ エ スを偉 大 な らしめた

特 質 を私 た ちの生 活 に もあて はめ る こ とが

で きます。

親 切 と思 慮深 さ を身 につ け， 他 人 に対 し
あわ

て正 直 で公 正 に な るこ とがで きます。憐 れ

みを大切 な もの と して性格 の一部 に取 り入

れ るこ と もで きます。 さ らに清 さが あ りま

す。御 子 は教 えられ ま した。「心 の清 い人 た

ち は， さい わい で ある，彼 らは神 を見 るで

あ ろう。」(マ タ イ5：8)私 た ち は皆 ， す

べて の行 な い を清 く汚 れな い もの にす るこ

とが で き ます。純 粋 な霊 的清 さ こそは， ほ
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■■■■■■■■■■■■■■■【クリスマスの贈り物 】■■■■■■■■■■■■■■1

かの いか なる もの に もた とえ る ご とがで き

ませ ん。

イエス に よって，私 た ちは最 も深 い交 わ

りを永遠 に持 つ ことが で き ます。永 遠 の家

族 関係 で す。両 親 と結 び 固め られ た私 た ち

は，愛 す る永遠 の家 族 の一部 とな る ので す。

実 に貴 い贈 り物 だ と思 い ませ んか。 これ も

最初 のク リス マス に由来 して い ます。

聖 なる婚姻 関係 の も とで子 供 た ち に恵 ま

れた場合 ，1彼ら もず っ と私 た ち と一 緒 な の

です。 これ 以上何 を望 め ま し ょう。 これ も，

最初 の ク リス マス の夜 に お生 まれ に なっ た

マ リヤの息 子 か ら受 ける祝福 の一部 です。

この すば ら しい出来事 に天使 たち が歓喜 の

歌 を歌 った と して何 の不 思議 があ りま し ょ

う。

人生 で価値 ある こ とは， す べて イ エス を

通 して私 たち の もの にな ります。 しか し彼

が私 たち に望 むの は，永 続 す る贈 り物 を選

ぶよ うに ということです。主 は言 われ ま した。

「あ なたが た は 自分 の た めに
， 虫 が食 い，

さび がつ き， また， 盗 人 らが押 し入 って盗

み出 す ような地 上 に，宝 をた くわ えて は な

らな い。

む しろ 自分 のた め， 虫 も食 わず， さび も

つか ず， また， 盗人 らが押 し入 って盗 み出

す こと もない天 に， 宝 を た くわえ な さい。

あ なた の宝 のあ る所 に は，・心 もあ るか ら

であ る。」(マ タイ6：19-21)

この ことを心 に留 め て，主 はさ ら に言 わ

れ ました。

「空 の鳥 を見 るが よい
。 ま くこ と も， 刈

る こと もせ ず，倉 に取 りいれ るこ と も しな

い。 それ だの に， あな たが たの 天 の父 は彼

らを養 っ てい て下 さ る。 あな たが た は彼 ら

よ りも， はる か にす ぐれ た者 で はな いか。

あ なたが た の うち， だ れが思 いわ ず らっ

た か ら とて， 自分 の寿命 をわ ずか で も延 ば

す こ とが で きよ うか。

ま た， なぜ， 着物 の ことで思 い わ ず らう

の か。野 の花 が どう して育 っ てい る か， 考
つむ

えて見 るが よい。働 き もせず，紡 ぎ もしない。

しか し， あ なた が たに言 うが，栄 華iをき

わ め た時 の ソロモ ンで さ え， この花 の一 つ

ほ ど に も着飾 って は いな かっ た。

き ょう は生 えて いて， あす は炉 に投 げ入

れ られ る野 の草 で さ え，神 は この よ う に

装 って下 さる のな ら， あ なた がた に， それ

以上 よ くして くだ さ らな いは ずが あ ろう か。

あ あ，信 仰 の薄 い者 た ち よ。

だか ら，何 を食べ よう か， 何 を飲 もう か，

あ る いは何 を着 よ うか と言 っ て思 いわ ず ら

うな。

これ らの もの は みな， 異邦 人 が切 に求 め

て い るもの で ある。 あ な たが たの天 の父 は，

これ らの ものが， こ とご と くあな たが た に

必要 で あ るこ とを ご存 じで あ る。

まず神 の国 と神 の義 と を求 めな さ い。 そ

うす れ ば， これ らの もの は， す べ て添 えて

与 え られ るで あろ う。」(マタイ6：26-33)

これ ら は本 当 の ク リス マス の贈 り物 です。

あの最 初 の聖 夜 か ら くる祝 福 で す。 天使 ガ

ブ リエル が マ リヤ に告 げた言 葉 の意 味 を心

か ら思 い起 こせ ば， そ れ らは私 た ちの もの

とな ります。.マリヤ の， そ して神 の子 で あ

り， 創造 主 ，駿 い主 ， 全人類 の救 い主 で あ

る方 の使 命 の一 端 を にな うこ とで ，私 たち

の もの とな るので す。
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「敵 を愛 せよ」の教え

レナ ・N・エ バ ー ス

r敵 諜星蘭錨 轟 縛 唇
さん を憎 む人 に親切 に して くだ さい。 そ し

て その結果 を見て み ま し ょう。」

この チ ャ レンジ を受 けた と き，私 の証 は

まだ固 ま ってお らず， この聖 書 の教 えが実

行 で きる もの か どうか， 疑 って い ま した。

自分 の実 生活 には あて は ま りそう にな い感

じで した。 で も まあや って み よ う，敵 が も

しいれ ばの話 だけ ど， と思 い ま した。

しば らく考 えて みて， 自分 に は敵 とい う

ほ どの人 は いな いか ら， 話 は も うそれ で お

しまい とい う気 にな りました。 と ころが そ

の と き， 、言・っ とあ る出来事 を思 い出 した の

で す。 私 た ちが4軒 並 んだ社 宅 の一番端 に

引 っ越 して きた ときの こ とです。 戸外 の水

道 の蛇 口が壊 れ て い ま した。 私 は隣 の奥 さ

ん に，芝 生 に水 を や りた いので お宅 の水 道

にホー スをつ なげ させ て いた だけ ませ ん か

とお願 い し ま した。(水 は無 料 で した〉す る

と彼女 は 「いい え， だめ です。 も し自分 の

家 の が壊 れて い るな ら直 せ ばい いで しょう。

二 度 と言 っ て こない で くだ さい」 とい うお

返 事 で した。

何 とい う こと， これ か らは決 レて相手 に

しな いわ と思 い ま した。 それ か ら しば らく

して，彼 女 はアパ ー トの反 対 の端 に移 りま

した。彼 女 が お隣 で な くな って よか った と

思 い ま した。

そ こで， あな たの敵 を愛 しなさ い という

チ ャ レン ジです。 敵 とい う形容 に あて はま

りそう な一番 身近 な人 は彼女 で した。 その

ほ かは皆 友 人 ばか りで した。「頑張 って みよ

う!」 そ う思 い ま した。
せんたく

私 は毎 日 自分 の洗 濯物 を， その女 性 のア

パ ー トに近 い所 の建 物 の端 に張 って ある物

干 し綱 にか けて い ま した。 彼女 はい つ もひ

と りで ポー チに座 って い ました。 いつ もな

ら私 は彼女 を無視 す る ので すが， その とき

は，敵 を愛 せ よ とい う戒 め を試 してみ よう

と心 に決 め て い ました。

翌 朝私 が 洗濯物 を干 しに出 る と， 彼女 は

い つ もの よ うに ポー一チ に座 って， コー ヒー

を飲 みなが らタバ コを吸 って い ま した。私

は彼 女 にほ ほえ みか け， 明 るい調 子で 「こ

んに ち は!」 と言 い ま した。彼 女 は私 をに

奉脇 樹嫌 脇 潔嫌 坐ラ爵靭 謬嫌 層彰樹妨雨妨爵鞠 鐸殊 鞠 爵
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壷黍尽窮潔 受条患黍当黍曝多樹 受多樹 窮鯉 紫黍当奉喪ラ樹 膨承患多闘 受

らみ， ぷ い と横 を向 きま した。

「今度 は こたえ ませ ん よ。」私 は心 に思 い

ま した。 「実 験 中 なの です か らね。」 服 を干

し終 え た と き，彼 女 は家 の 中 に 入 っ て し

ま ってい ま した。

それか ら毎 日，彼 女 の前 を通 るた びに楽

しげに 「こ んに ちは」 と呼 びか け続 け ま し

たが， 彼女 か らは一 度 も笑 顔 や返事 は返 っ

て き ませ んで した。 と ころが2週 間 ほ ど過

ぎたあ る朝 のこ とで す。驚 いた こ とに， 洗

濯物 を干 してい る私 の所 へ彼女 がや って来

て， お天気 につ いて ひ と言 ふた言 や りと り

があ ったの です。

その後 は私 が外 へ服 を干 し に出 るた び に

彼女 が来 て， 言葉 を交 わ しま した。 で も個

人 的 な話 は全 然 しませ んで した。 夫 が働 い

てい る会 社 の話 や お天気 の話 や スーパ ー の

安 売 りの話 な どで， どう考 えて み て も， 私

たち が友達 だ とい う気 持 ちは まる で しませ

んで した。 彼女 は いっ も冷 た く と りす ま し

て いま した。

そんな あ る 日，夫 と私 に別 の土地 へ の転

勤が知 らされ ま した。翌 朝 洗 った物 を干 し

に出 る と， あ の女性 が い つ もの よう に話 を

しに， 物干 しの綱 の所 へ や って来 ました。

私 は引 っ越 す ことに な った と知 らせ ま した。

それ につ いて少 し話 を してか ら，私 は 自分

の アパー トに戻 り ました。

帰 って きて1時 間 ほ ど経 った と きです。

あ の方が 玄関 に姿 を見 せ ま した。彼 女 を見

て私 はとて も驚 き ま した。 ど ちら もそれ ま

で相 手 の アパー トを訪 ねた ことが なか っ た

か らで す。彼 女 は いつ もとは違 った緊 張 し

た表 情 を して い ま した。中 に招 き入 れ，座 っ

て い ただ いて， 少 し話 で も しよ う とし ま し

た が，話 す こ とが何 も思 い あた らな いの で

す。

す る と， 彼女 が 目に涙 をあ ふれ させ て，

胸 が張 り裂 ける よ うな様 子 で す す り泣 き始

めま した。 私 に引 っ越 され るの がっ らい と

おっ しゃるの です。「あな た は世 界 中 でたっ

たひ と りの友達 です」 と彼 女 は言 い ま した。

私 が!ど う して私 が。彼 女 の名 前 さ え知

らな い とい うの に。

そ の友 に対 して，言 うべ き言葉 は思 いあ

た り ませ ん で した。 た だわ か って いたの は，

私 た ち は もう敵 で はな い とい うこ とだ けで

した。

「あ あ， 父 なる神様 ， あ な たの み言葉 を
ゆる

疑 った私 を ど うぞ お赦 し くだ さい。私 は彼

女 の た め に本 当 に何 も しません で した。 た

だ， こん にち は と言 って，少 し話 を した だ

け で した。 それ な の に，何 と大 きな証 を い

た だ いた こ とか 。」

福 音 の原則 は， どん な に小 さな方 法 で も，

守 る こと によ って必 ず真 理 を理解 させ て く

れ る もの なの です。私 は その こ とを， そ の

とき ばか りで な く， それ か ら も幾度 も， 自

分 で経験 して き ま した。

*レ ナ ・N・ エバ ー ス ：2児 の母。 現在 は

ネバ ダ ・ラス ベ ガス伝道 部 の専 任宣 教 師 と

して働 い て いる

ラ謬嫌 寒嫌 鞠 ド脇 樹窮舜苺嫌 覇 爵患条鞠 謬会黍尋殊 脇 謬郷
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一
ジ ョセ フ ・

スミスの

箋繍 イーン●c●ジエシ

霊 性一
生

きて い る予 言者 を認 め る こと は，昔
1か ら あ る 人々 に と

って む ず か しい

こ とで した。 イエ スを見 た古代 のユ ダ ヤ人

は， 「こ の男 は 罪人 だ，欲 ふ か な大 酒飲 み

だ」と言 い張 りました。 また，「神 はモ ーセ

に語 られ た の だ。 この よ う な男 の素 性 は

知 った もので はな い」 と言 いま した。1

ジ ョセフ ・ス ミスの時代 の人 々 に とって

も， この試 し は同 じで した。 ひ とつの 問題

は，予言 者 とは どの ようで あ るか とい う先

入観 が，現実 に歩 き， 話 し，生 活 す る人間

になかな か合 致 しな か った こ とです。

あ る人々 の期 待 に反 した と思 わ れ る の

は， ジ ョセ フ ・ス ミスの気 やす さで し た。

教 会員 でさ え，初 めて会 った人 た ち は愛想

よ1く快 活 な彼 に意 外 な 印象 を受 け ま した。

オハ イ オ州 カー トラ ン ドに到 着 して まっ

先 に， ジ ョセ フを訪 れ た ある末 日聖 徒 が こ

う書 い てい ます。「ジ ョセ フ ・ス ミス は予 言

者 に しては変 わ って い る と思 った。神 の予

言 者 と して私 が 予 想 して い た通 りで は な

かっ た。 しか し， それ は私 に とって まった

くつ まず き には な らな い。彼 は親切 で，快

活 で， 陽気 で，愛 想 の よい人 だ った。好 き

にな らず に はい られ な い人 だ。」2ま た， あ

る改宗 者 は イギ リス の友人 に， ジ ョセ フ ・

ス ミス は 「聖 人 ら しくいか め しい人 で は決

して な く， まった く正 反対 です。率 直 で正

直 で 明 るい人柄 のた め，ど うか と思 う人 も

い るに はい ます が，私 は そん な彼 を一層 好

まし く思 い ます」3と 書 き送 って い ます。

時 にジ ョセ フの快活 さは，人な つ こい笑

顔 や心 を込 めた握 手 を越 え て，愉 快 な 力 だ

め しに まで及 び ま し た。 少 年 時 代 に ノ ー

ヴー に住 ん で い た あ る人 が 回想 して語 っ

て い ます。「予言 者 は子供好 きで，マ ン シ ョ

ンハ ウ ス か ら出 て きて少 年 た ち と よ く野

球 を した。ジ ョセ フはい つ もルー ル を守 っ

た。打 つ順 番 が まわ って く るまで外 野 を し

て， 番.が来 る と実 に が っ し り した 人 な の

で， ノ ック した球 は遠 くまで飛 び， それ を

受 け た者 は予 言 者 が ご ちそ う して く れ る

18
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ぞ と，み ん なで叫 ん だ もの だ。 それ を 聞い

て予言者 は笑 った。 ジ ョセ フは いつ も人 が

良 く，楽 しさ一 杯 だ った。彼 が マ ン シ ョン

ハ ウ スの事 務 所 で じ ゅう た ん の上 に座 り

込 み，ノー ヴー の警察 官 と棒 の 引 き合 い を

す るの を見 た こ と もある。」4

し か しあ る人 た ち に と って は， ジ ョセ

フ ・ス ミスの朗 らか さが信仰 の 障害 とな り

ました。 ジ ョー ジ ・A・ス ミスは， 「予 言者

ジ ョセ フが翻訳 室 か ら出 て きて，自分 の子

供 た ち と遊 び に 出 かけ た の を 目に.した』5

た め，教 会 を去 った家族 が い た と記録 して

います。以前 はモル モ ンで， オハ イ オの新

聞 に書 簡 を載 せ， 教 会 に対 す る 反 感 を あ

お ったエ ズ ラ・ブ ー スは，「しゃれ や冗談 の

絶 えな い性 癖 」6を理 由 に， ジ ョセ フ・ス ミ

ス の予言 者 と して の 人格 を攻 撃 しま した。

また，ジ ョセ フの晩年 に イ リノ イ州 知事 で

あった， モル モ ン教 徒 で は ない トー マ ス ・

フォー ドは， 自叙伝 に こ う記 して い ま す。

「予 言者 が暗 く陰 気 で，長 いあ ごひ げを つ
ふうぽう

け，いか め しく厳 か な風 貌 に無 口で気 品 あ

る様 相 だ と推 察 して はな らな い。 反 対 に，

彼 は軽薄 で，ま るで子供 の よう には し ゃぐ

男 だ。」7

ジ ョセ フ ・ス ミス は， あ ると きノ ーヴ ー

の聖徒 た ちに話 を した中 で， 自分 の 「陽気
rで朗 らか

」8な気性 を認 め， 自伝 に 「私 は軽

率 な行動 を犯 し，あ る時 は陽気 な連 中 と交

わ りな どし」 と書 き， それ は 「私 の性 来 陽
はなはだ

気 な気質 をよ く知 って い る者 には，甚 し く

不 、思議 には思 われ ない で あ ろ う」9と 言 っ

てい ます。

自分 の持 つ予 言 者 の イ メー ジ に そ ぐ わ

ない か らとジ ョセ フ ・ス ミスを拒 む人 が い

た一方 で，彼 の した こ とに神 の み手 を見 る

こ とがで きず に離 れ る人 々が あ り ま した。、

20

ジ ョセ フ ・ス ミスは1842年 に ノー ヴ ーに到

着 したば か りの移 民 団 に対 して，離 反 の心

は 「勧 告 を無 視 した」結 果 生 じる と述 べ ま

した。そ の移 民 団 と一緒 に着 い た大 勢 の者

が受 け入 れ態 勢 に満 足 で きず， 「す べ て が

すべ て完壁 な状 態 に処 理 され て い ない」こ

と に不 平 を言 って いる と言 うの です 。ジ ョ

セ フは， 自分 の行 動 につ いて は， 自分 もた

だの 人間 な ので，完 壁 を期待 しては な らな

い と語 りま した。10彼 は この こ とにつ い て

さ らに こう言 って い ます。 「私 は間違 い を
しか

す るが，人 に告 発 されて然 るべ き間違 いは

しない。私 の犯 す 間違 い は人 と同 じで， 人

間的 な弱 さか ら来 る もの だ。生 身 の 人間 で

欠 点 の な い者 はい ない。」11

ジ ョセ フの宗教 心 の根 底 に は，家 族 の伝

統 が深 く影 響 して い ま し た。 精 神 の形 成

に，家庭 が大 き く寄 与 してい たの で す。予

言者 は家 庭 の伝統 をひ と言 で， 自分 は 「キ

リス ト教 の信 仰 を骨 身 惜 し ま ず私 に教 え

て くれ た良 い両親 の下 に生 まれ た」12と 書

い てい ます。彼 は終 生，「胸 に刻 みつ け られ

た」 「やさ しい両 親 の言葉 」13を忘 れ きせ ん

で した。

ジ ョゼ フ ・ス ミスの一生 を通 り一遍 に見

れ ば宗 教 的 経 験 が当 然 な よ う に見 え る か

も しれ ませ ん が乳彼 自身 の書 いた もの を読

む と，彼 は前 もって 多大 な犠 牲 を払 って い

た こ とがわ か ります。ジ ョセ フは それ まで

耐 えて きた数 々 の 試練 の 厳 し さ を振 り返
さい ぎ ふん ど

り，こう語 って います 。「人 の猜 疑 と葱怒 と

が 一生 を通 ず る わが 日常 の さ だ め な る が
ゆえ ごと

故 に…… い つ もの 如 くわ が 泳 ぐ べ き水 は

深 し。」141843年 に はこ う述 べて い ます。「も

し神 よ り召 さ れ て この 業 を行 な って い る

の で な けれ ば，私 は や めて しま うだ ろ う。

しか しやめ る こ と はで き な い。 なぜ な ら，
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この業 が真 実 で あ る、こ と は疑 問 の余 地 が

な いか らであ る。」15

この確 信 を得 る まで の代価 は， 「時 間 と，

経験 と，慎 重 で深 い厳粛 な思考 」16から見 て

大 きな もので した。 ジ ョセ フの母 親 は，子

供 時代 の彼 が 「宗 教 的 な いろ い ろな こと に

つ いて，いつ も同 じ年頃 の普 通 の子 供 た ち

よ りず っ と深 く考 え て い る よ う だ った」

「思 索 や わ き 目 もふ ら ぬ勉 強 に時 間 の 多

くを さいて いた」17と の ち に語 って い ます。

彼 の 父 親 は， 祝福 師 の祝 福 を 与 え た 中

で，「あな たは神 の道 を求 め，若 い ときか ら

神 の律 法 に つ け る様 々 な事 柄 を学 ん で き

た」18と 述 べ ま した。

ジ ョセフ は見神 を語 った初期 に，探求 や

神聖 な感動 ，人 々 に対 す る不 安，聖 句 や教

師 た ちへの関 心，長年 に及 ぶ思 索，両 親 の

教 え，罪 を悲 しむ気持 ち，あ る いは 自然 界

の働 き を深 く考 察 した こ と， 「相 談 で きる

人 は ほか にだれ もいな か った」ため神 の慈

悲 を熱心 に求 め た こ とな ど，あの 出来事 に
しん く

先 立つ辛苦 を詳 しく語 りま した。彼 は その

経 験 を 自分 の手 で書 きとめ て い ます。

「心 が 非常 に痛 ん だ。 とい うの は， 官分

の罪 を悟 り， また聖 典 を調 べ る こ とに 串す

て，人 類が 主 の も とに来 て お らずダ、真 の生

ける信仰 を捨 て て，新約 聖 書 に記 され た通'

りの イエ ス ・キ リス トの福 音 にの っと うた

組 織，教 派が ひ とつ もな い こ とを知 っ たか

らで ある。そ れか ら， 自分 の 罪 と世 の人 々

の罪が 悲 し、く思 わ れた。聖典 か ら，神 は き

の うも きょ うも永 遠 に同 じ くい まし，神 な
かたよ

るが 故 に人 々 を偏 り見 る ご と は な い とわ

か ったか らで ある。 とい うの も，私 は地球

を照 らす輝 け る発光 体 ， す なわ ち太 陽 と，

また堂 々天 空 をか け り行 く月 と， また それ

ぞれ の軌道 に輝 く星 々 と，そ して また私 が

22

9

こう、して立 ち， 野 の獣 と空 の鳥 と海 の魚 ，

また人 間が威 風堂 々 力強 く美 し く歩 み，万

物 を治 め る そ の力 と英知 の 創 造 主 に も似
はなは

て甚 だ優 れ てす ば ら しい この地 球 を見 た。』

そ して それ らにつ いて思 う とき，私 の心 は

叫 んだ。神 無 しとつ ぶや く者 は愚 者 な りと

賢 人 よ く ぞ言 い た り と。 私 の 心 は ま た 叫

ぶ。す べて の事柄 ，上 に述 べ た すべ て の事

柄 が全 智 全 能 の力 を有 す る方 の存 在 を証

し，示 して、い る。 この 方 は律 法 を作 鷹 万
す

.物 を その枠 内 に定め 据 え，永 遠 を満 た し，

過 去 現 在 未 来 にわ た って 永 遠 か ら永 遠 に

ま し ます。 また これ らす べ て の こ と を考

え，こ のお方 が霊 と まこ とと を もって礼拝

す る よ う に神 を拝 む こ と を人 ぼ求 め て お

られ る事 実 を考 えた と き，私 は主 に慈 悲 を

願 い求 め た。行 っ て恵 みが得 られ るお方 は

ほ か に だ れ ひ と り い な か った か ら で あ

る。」m

ジ ョセ フ ・ス ミス はノ」・さい と きか ら，「神

は人 を創 造 され た とき，人 に学び 取 るこ と

の で きる頭脳 と，天 よ り与 え られ る光 に ど

れ ほ ど心 を留 め，かつ勤勉 で あるか に応 じ

て高 め られ る能 力 とを人 に与 え られ た」20・

こ とを知 って い ま した。

彼 が 自分 で心 が けて い た この 「心 を留 め

かつ勤勉 で φる」こ とは，一 生 の間 に残 し

た宗 教 に関 す る 多 くの書 き物 に よっ て，幾

分 か を知 る ことが で き ます。 日記 の端 々 を

読 め ば，彼 が常 に探 究 の心 を持 ち続 け て い

た ことが わか ります。

「雨 の中 を駆 け て
， 非 常 に疲 れ て帰宅 し

めい そう

た。 一 日 の 残 り を 読 書 と瞑 想 に 費 や し

た。」21

「午 後
， 熱 で具 合 いの悪 い父 を見 舞 う。

その後 は読 書 と瞑想 に過 ご した。」22

「在 宅 。 きょ うは 自分 の 召 しの ため， 知
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識 を た くわ え るこ とに専 念。一 日が実 に楽

し く過 ぎ た。 自分 の霊 に主 の祝 福 の あ るこ

とを，また家族 に慈 悲 が あ って私 た ちの命

が守 られ てい る こと を感 謝 す る。あ あ，私

と家族 を キ リス トに あ って 引 き続 き み 守

りた まわん こ とを。」23

「勉 強 を続 け た
。 あ あ神 よ， 私 に学 問

を， と りわ け語学 を授 けた ま え。命 ある間

に み名 を大 いな ら しめ る だ け の 能 力 を与

え たま え。」24

ジ ョセ フ は，1832年 に， オハ イ オ州 カ ー

トラ ン ドの ホ イ ッ トニ ーの 店 に置 く品 物

を ニ ュー エル ・K・ ホイ ッ トニー と共 に買

い に出 かけた ニ ュー ヨー ク市 か ら， こ う し

た思 い を妻 に書 き送 って い ます。彼 は町 の

「最 もき らび やか な場所 」を しば ら く歩 い

た後 で こう書 いて い ます。

「建 物 は実 に立派 で すば らし く
， 見 た人

はだれ で もび っ く りす る。私 は心 に こう つ

ぶや いた。全地 の大 いな る神 ，驚 嘆 す べ き

み ご とな あ らゆ る もの の造 物主 は，人 の希

求 す る これ らの す ぐれ たす べ て の発 明 に

不興 を覚 えられ る だ ろうか。答 えは否 で あ
そうめい

る。 これ らの業 は人 を快適 に，聡 明 に，幸

福 に する も くろみで あ るか ら，神 の不快 を

呼 ぶ はずが な い。 した が って，神 の不興 を

買 うの は その物 で はな い。人 に対 して 主の

怒 りが燃 えるの は，た だ人 が栄光 を主 に帰

さな いと きだけで あ る。」

そ して彼 はこ う書 いて い ます。

「私 は瞑想 し
， 心 を静 め るた め，部 屋 に

帰 った。 す る と何 と，家 庭 の こ と や エ マ

(妻)， ジ ュ リア(娘)に 対 する思 いが あ言、

れ るよ う'に胸 に突 き上 げて きて，しば し彼

ら と共 に い られ た ら と思 っ た。 私 の心 は

今 ，親 と して，夫 と して のや さ しさや その

ほか の思 いに満 ちて い る。だが この大都 会

レ 9

に思 いを移 せ ば，胸 中 は彼 らへ の同 情 に満

ち，私 は高 く声 を上 げ，事 を神 に ゆだね よ

う と決 心 す る。」

そ して，最 後 に こう言 って い ます。

「私 は町 を歩 い て 人 の 道 楽 を見 る よ り

も， 読書 や祈 り，聖 霊 との交 わ り，君 に手

紙 を書 くこ との方 が好 き だ。」25

ジ ョセ フ は ホ イ ッ トニ ー兄 弟 との こ の

旅 行 中 に，死 の瀬 戸際 まで い く重 い食 中毒

に かか りま した。妻 に こう した ため てい ま

す。

「主 は私 を支 えて いて くだ さる
。 喜 ん で

い よう と努 め る が，状 態 は非 常 に良 く な

い。町 の す ぐ裏 手 に森 が あ り， ほ とん ど毎

日の よう にそ こに行 っ て は，人 の 目を避 け

て瞑 想 と祈 りを し，自分 の心 の うち をす べ

て打 ち明 け た。… …神 は，神 を信 じ，神 の

み手 にへ りくだ る人 には だ れ で も慰 め 主

を送 って くだ さるの で うれ し く思 う。」26

ジ ョセ フ ・ス ミスの敬 康iな探求 は， 自分

の ため だけ に 向 け られ て は い ま せ ん で し

た。彼 は まわ りの悩 む人 々の た めに， しば

しば天 のカ を請 い求 め ま した。彼 は兄 ハ イ

ラ ム に あ て た初 め の頃 の 手 紙 に こ う書 い

て い ます。
かん ゆ

「けさ(あ る姉妹 に灌油 を施 すた め に)

暗 い う ち か ら呼 び出 され て 出 か け て行 っ

た。そ して そこで サ タ ンとの大 変 な闘 い が

あ った。しか し神 の力 に守 られて サ タ ンは

追 わ れ，その女性 は正常 な状 態 を取 り戻 し

た。主 は この地 で奇跡 を行 なわ れ る。」27

ジ ョセ フ は1835年10月 に，義理 の姉 妹 で

ある メア リー ・ベイ リー ・ス ミス の枕 元 に

呼 ばれ ま した。彼 女 は 「非 常 に危 険 な状 態」

で 出産 の床 につ いて いた ので す。ジ ョセ フ

は弟 の ドン ・カ ル ロス に医者 を呼 び に行 か

せ て か ら，「野 原へ 出 て行 き，主 の前 に ぬか
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・・ずき，，彼女のために力ある祈りにより主を
・黛，1，零糞た。』』草る4「 車ρみ声が私に聞こえ，

1『嫌 陣 べ駕 拐 咳
、、(医師)は 来r綜 適切喚 髄 外 く麹 鱒 歳知騨

持ち』しかしてわが1測 ためは生る蝸 子を
`生み

11傘鳶教われ笥』と言わ燕た己」医師揮

到着しζ 短騨 碑 晦 野 供睦 まれ

ました占「こrう)気神が私嚇 されたこと

、が細部 にわた って成 就 され た。」28

ジ ョセフ ・ス ミスめ一 生 は， 彼 自身 が書

き残 したもの に限 らず，彼 を知 る人々 の手

.に よっ て も語 られ て い ます。 チ ャー ル ズ ・
'
デイナ は，ノー ヴー で妻 が重病 を患 い，死 』

を覚悟 した と きの こと を記録 しま した。彼 、

は絶望 の中 で 「勇気 をふ るい， ，ジ ョセ フ兄

・弟 の所 へ行 った。」

デイ ナ兄弟 は予 言者 が 多忙 で，失 くな っ

た重 要 書 類 の こ と で 頭 が 一 杯 な こ と を

知 って い ま した。 ジ ョセ フが ほ かの数 人 と

共 に紛 失物 を捜 しに家 を出 た と き，彼 は機

1会 を とらえ， 「彼 が 門 か ら出 よう と して い

る と きに」 「ジ ョセ フ兄 弟， お いで いた だ
いや

き，妻 に癒 しの儀 式 を施 して くだ さい ませ

ん か」と言 いま した。 「で きませ ん」とい う

あ わただ しい返事 で した。しか しデイ ナ兄

弟 は 目に涙 をため て，「ジ ョセ フ兄 弟，妻 は ・

死 に そ うな の で す。 死 な せ た くな いの で

す」 と訴 え ま した。

彼 は こう記 して います。

「ジ ョセフ兄 弟 は振 り返 って
，私 の顔 を

見， 『す ぐに行 きま しょう』 と答 え ら れ た。
おと

私 の 心 は喜 び に躍 った。急 い で 家 に 帰 っ

た。私 が家 に帰 り着 く とす ぐ ジ ョセ フ兄 弟

が来 られた。 私 に 『いつ 頃か ら悪 か っ たの

ですか』と聞 かれ た。 そ れか ら数 分 間 ，部

屋 を行 きつ戻 りつ され た。快 復 の見込 み が

な い と思 って お られ るの か と心 配 に な り

26

始 め たが，よ うや く暖炉 の所 に行 って両 手

を暖 め，外 套 を脱 ぎ捨 て，ベ ッ ドに行 って
かん ゆ

手 を妻 の上 に置 かれ た。その濯 油 の儀 式 の

最 中 に，彼 は 困 惑 し た様 子 に 見 え， 病 魔

が， いや悪霊 が彼 を捕 らえた。 が， ジ ョセ

フ兄弟 はそれ に打 ち勝 ち，妻 に大 い なる祝

福 を告 げ られ た。」29

後 に ジ ョセ フ の兄 ハ イ ラム と結 婚 した

メ ア リー ・フ ィー ル デ ィング は，1837年 の

夏 に大 病 を して あ や う く死 を免 れ た予 言 者

の も と、を訪 れ ま した。 当時 は予 言者 に対 す

る敵 意 が抑 え よ うのな い状 態 で広 が って い

ました。 彼女 に次 の よう・に書 いて い ます。

「彼 は 自分 をi神 が させ て くだ さる こ と

以外 何 ひ と つで き な い た だ の つ ま らな い

人 間 と思 って い る。彼 はた い そう幸 せ そ う

だ。病 気 の と きの気持 ちを い く らか話 して

くれた 。弱 くて 自分 で祈 る こ とがで きない

とき に敵 が 彼 に襲 い かか っ た とい う。悪 魔

との闘 い が時 に はあ ま りに激 しいた め，妻

か友 人 を呼 ん で，良 い霊 が勝 つ よう祈 って

も らわ なけれ ば な らな かっ た。時折体 の苦

し さ をす っ か・り忘 れ させ る よ うな す ば ら ・

しい示 現 に恵 まれ た。前 に述 べ た 日曜 日の

夜 ，臨終 も間近 な よ うに思 われ た と き，善

良 な カー タ ー兄 弟 を初 め数 人 が 主 の 家 に

集 ま り，彼 の ため に ほ とん ど夜通 し，断 食

して祈 った。 カー ター兄 弟 は示現 で，墓 が

彼(予 言者)を 受 け入 れ る よ うに開 いて い

るの を見 た が，土 が ひ と りで に落 ちて きて

墓 を空 の ま ま埋 め るの を見 た。この ときか

ら彼 は急 速 に快復 し始 め， その後3，4日

で戸外 に出 る こ とがで き た。彼 を愛 す る人

たち は もち ろん大喜 び した。彼 は，た とえ

どん な に 多 くの人 が 自分 の死 を願 って も，

自分 は職 務 に しっか り立 ち，神 が命 じ られ

た仕 事 を為 し とげる と言 って い る。」30

一
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ジ ョセ フ ・ス ミスの一生 の断片 を記 録 し

たこれ らの 資料 が 浮 き彫 りに す る もの は，

彼 の絶 え間 な い深 い宗教 経験 です。 ジ ョセ

フは死 の直 前 に， 「一生 に これ まで な かっ

たほ ど，神 と近 く交 わ り，神 と調 和 す る」31

気持 ちだ と語 りま した。実 に彼 の霊性 こそ

は一 生 を貫 い た 一 番 の 特 性 で あ った の で

す。「人 間の お ろか さ」を持 ち，過 ちの ない

生 活 で は なか った こ と を彼 は み ず か ら認

めて い ますが，そ の弱点 は震 的交 わ りの繊

細 な 回路 を さ えぎ りは しませ んで した。

*デ ィー ン ・C・ ジ ェシー ：ブ リガ ム ・ヤ

ング大 学， ジ ョセ フ ・フ ィール デ ィ ング ・

ス ミ，ス教会 歴 史研 究所 の歴 史研 究員

マ タ イ11：191ヨ ハ ネ9;24，29

ジ ョナ サ ン ・ク ロ ス ビー"ABiographical

SketchoftheLifeofJonathanCrosby

WrittenbyHimself"(自 筆 ジ ョナ サ ン ・ク ロ

ス ビ ー略 伝)教 会 記 録 保 管 庫 ソル トレ ー ク ・

ン ア イ ー

3.ジ ョン ・二 一 ダ ム よ り トー マ ス ・ウ ォー ド ヘ

1843年7月7日 付'

4.ア ル ー ト ・ヘ イル 』6FirstBookorJoumalof

theLifeandTravelsofAroetL.Hale"(ア

ル ー ト ・L・ ヘ イ ル の生 涯 と旅 ， 第1編)教 会

記 録 保 管 庫

5.ジ ョー ジ ・A・ ス ミス 』5H三storyofGeorgeA.

Smith"(ジ ョー ジ ・A・ ス ミ スの 経 歴 〉

6.エ ズ ラ ・ブ ー ス"LetterNo.Vll"(書 簡 第7)オ

ハ イ オ ・ス タ ー紙1831年11月24日

7。 卜一 マ ス ・フ ォ ー ド 鱒AHistoryofIllinois"

(イ リノ イ州 史)ミ ロ ・M・ ク エ イ フ編 シ カ ゴ

8.ウ イ ル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ の 日記 に よ る ジ ョ

セ フ ・ス ミス の言 葉1843年5月27日 「教 会

歴 史 」5：411

9.ジ ョセ フ ・ス ミ ス伝A-1巻 ，p.133教 会 記 録

保 管 庫 「教 会 歴 史 」1：9-10に も収 録

10， 「教 会 歴 史 」51181原 文 は発 見 さ れ て い な い 。

11.エ ラ イ ザ ・R・ ス ノー の 記 録 に よ る ジ ョセ フ ・

ス ミ ス の説 教"ARecordoftheOrganization

andProceedingsoftheFemaleRelief

SocietyofNauvoo"(ノ ー ヴ ー の 婦 人 の た め の

扶 助 協 会 の組 織 と決 議 録 の報 告)1842年8月31

日 教 会 記 録 保 管 庫 ジ ョセ フ ・ス ミス 「教 会

聖徒 の道/1984年12月 号

13.

14.

15。

歴 史 」5』 ：140に も収 録

12。 ジ ョセ フ ・ス ミス 隔AHistoryoftheLifeof

JosephSmith，Jr."(ジ ョセ フ ・ス ミス 〔二 代

目〕 伝)教 会 記 録 保 管 庫

「教 余 歴 史 」5：126
，

教 義 ξ聖 約127：2

ジ ョ
、セ フ ・ス ミネ の 日記.1843年4月6日 教

会 記 録 保 管 庫 「教 会 歴 史 」5：336に も収録

16.ジ ョセ フ ・ス ミス そ の他 よ りイ リノ イ州 ク イ ン

シ ー の 教 会 へ1839年3月25日 教 会 記録 保 管

庫.「 教 会 歴 史 」・3：.295に も収 録

17.ル ニ シー ・ス ミス ジ ョセ フ ・ス ミス 略伝 下

書 き ，pp.40， 履3教 会 記 録保 管 庫

18.ジ 当セ フ ・ス ミス(初 代)祝 福 師 の祝 福 第1

巻 ，P.3

19.ジ ョセ フ ・ス ミス"AHistoryoftheLifeof

JosephSmith，Jr."(ジ ョセ フ ・ス ミス 〔二 代

目〕f云)pp.1-3

20.66TheEldersoftheChurchinKirtlandto

theirBrethrenAbroad"(カ ー トラ ン ドの教 会

の 長 老 か ら海 外 の 兄 弟 た ち へ)イ ブ ニ ン グ ・ア

ン ド ・モ ー ニ ン グ ・ス タ ーII(オ ハ イ オ州 カ ー

トラ ン ド1834年2月)

21。 ジ ョセ フ ・ス ミス の 日記1835年10月5日 教

会 記 録 保 管 庫 「教 会 歴 史 」2：287に も収 録

22.ジ ョセ フ ・ス ミス の 日記1835年10月6日 教

会 記 録 保 管 庫 「教 会 歴 史 」2：288に も収 録

23.ジ ョセ フ ・ス ミス の 日記1835年12月21日 教

会 記 録 保 管 庫 「教 会 歴 史 」2：344に も収 録

24.ジ ョセ フ ・ス ミス の 日記1835年12月22日 教

会 記 録 保 管 庫 「教 会 歴 史 」、2：344に も収 録

25.ジ ョセ フ よ りエ マ ・ス ミス ヘ1832年10月13日

復 元 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 記録 保 管 庫

図書 館 ミズ ー リ州 イ ン デ ペ ン デ ン ス

26.ジ ョセ フ ・ス ミ ス よ り エ マ ・ス ミス ヘ1832年

6月6日 教 会 記 録 保 管 庫

27.ジ ョ セ フ ・ス ミス よ りハ イ ラ ム ・ス ミ スヘ1831

年3月3日 教 会 記 録 保 管 庫

28.ジ ョセ フ ・ス ミスの 日記1835年10月27日 教

会 記 録 保 管 庫 「教 会 歴 史 」2：292-93に も収 録

29、 チ ャ ー ル ズ ・R・ デ イ ナ"AnAbridgedAccount

oftheLifelTravelsEtc.ofElderCharlesR.

DanaWrittenbyHimself"(小 伝 ， み ず か ら

記 し た チ ャー ル ズ ・R・ デ イ ナ長 老 の旅 行 記他)

教 会 記 録 保 管 庫

30.メ ア リー ・フ ィ ー ル デ ィ ン グ よ り マ ー シ ー ・ト

ン プ ソ ンヘ1837年7月 教 会 記 録 保 管 庫

31.ジ ョセ フ ・ス，ミス の 説 教 の ウ ィ リア ム ・ク レイ

ト ン報 告1844年4月6日 教 会 記 録 保 管 庫

「教 会 歴 史 」6：288に も収 録
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iジ ョセフの1

赤レンガの 占
ポ ー ル ・トー マ ス ・ス ミス

』"{__∞ ∞∞∞""__酬 ㎝"㎝__∞"_∞ ∞""__"{____""__。 ∞∞∞譲

、"ヨ セ フ ・ス ミスが36歳 の誕 生 日を迎

ン え よう と して い た前 日， 、84、年 、2月

22日 の こ とです。 ミズ ー リ州 セ ン トル イ ス

で購 入 した幌 馬車13台 分 の雑貨 品が， イ リ

ノイ州 ノー ヴー に到着 し ま した。 新 しい雑

貨店 の開店 を前 に， た なに 品物 を並 べ る準

備 を して いた予 言者 は， 大喜 び で その 品物

を受 け取 りました。

ジ ョセ フの その2階 建 て の店 は，外 側 が

赤 レ ンガ造 りで， 聖徒 た ちの間 で た ちま ち

赤 レ ンガ の店 と して知 られ る よ うに な りま

した。

店 の中 は，職 人技 術 の典 型 と言 え るほ ど

のす ば ら しいで きば えで した。 仕事 仲 間 の

エ ドワー ド ・ハ ンター にあ て た手紙 の中 で，

ジ ョセ フは店 内の様 子 を次 の よ うに述 べ て

います。・

「建 物 の下(1階)の 高 さ3メ ー トル の

主要部 は， 開 き戸 の部分 を残 して， も っぱ

らたなや 引 き出 しに あて られ て いる。 そ の

ドア の左側 には地 下貯蔵 室 と控 え室 に続 く

階段 が あ り，右 側 には会計 室(店 貝 が会計

記録 を つけ た り， 小規 模 な金 融代 理店 を経

営 した り， ノー ヴー館 へ の寄金 や ノー ヴー

神 殿 建 設 資 金 を受 け取 る の に使 って い た

所)が ある。控 え室 に続 く階段 の一番 上 の

スペ ー スは，1階 と同 じ大 き さの広 い居 間

に続 い てい る。 そ して壁 には カウ ンタ ーが

ず ら っと並 んで お り， その上 には保 存 品が

山積 み され て いる。(ジ ョセフ は よく，この

部 屋 を自分 の総事 務 室 と呼 んで い た)

階段 の前 の ドア を開 け る と，個 人 の事務

室が あ り， そ こ には神 聖 な書 類 が保 管 され

て い る。(ジ ョセ フは ここ で啓 示 を受 け た

り， タイ ム ズ ・ア ン ド ・シー ズ ンズの編 集

にあ たっ た り， アブ ラハ ムの書 の 出版 の準

備 や讃 美歌 集，教 義 と聖 約， モル モ ン経 の

改定 版 の印刷 の準備 を した)南 に面 した窓

か らは， 川 が見 おろせ る。 シー ズ ンにな る

とボ ー トが い くつ も浮 か ぶ川 の向 こ う岸 は，
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隣 近所 や町 の騒音 か らはか け離 れ た非常 に

す ば ら しい所 で あ る。 概 して，主 が 心 か ら

祝 福 して くだ さる よう な場 所 で あ る。」(45

隻以 上 もの蒸 気船 が， 移 民 して来 た改宗 者

を ニ ュー オ リンズ か らノー ヴー の波 止場 ま

で運 ん だ。蒸 気船 の 中 には，メ イ ド・オ ブ ・

ア イオ ア， ジ ョン ・シモ ンズ， ア リエル な

ど もあ っ た)

1842年1月5日 ， 両開 きの ドア が大 き く

開 け られ開店 した この店 は， 人 々 の評判 が

よ く， ジ ョセ フは大 変気 をよ く しま した。

彼 は こ う書 い てい ます。「店 は あふ れん ば か

りの人 で ご ったが え して いる。砂 糖 や糖 み

つ， レー ズ ンな どを切 らして， い つ もの ク

リス マス や新 年 の ご ちそ うな しで済 まさ な

けれ ばな らな い人 々 に喜 んで もらうた め に，

私 は一 日中カ ウ ンター の後 ろ に立 ち， どこ

の店 員 とも同 じよ うに絶 えず商 品 を売 って

いる。 我 々の と りそ ろ えた品物 は， 人 々 が

穫 饗覇

必要 に合 わせ て購 入 で き るよ うに考 えた，

非 常 に良 い物 ば か りで あ る。 多 くの貧 しい

兄 弟姉妹 が い ろい ろな品物 が身近 に手 に入

る ことで喜 んで くれ る と思 う と， で きる限

りの こ とを して よ かっ た と思 う。」(「教会 歴

史 」4：491-92)

ジ ョセ フの店 で は食料 品 も雑貨 も，今 の

物価 に比 べ て みれ ば大変安 い値段 で売 られ

て い ました。安 い こ とは聖 徒 たち にと って

祝福 で した が， それ で もなお わず かなお金

に も こと欠 いて， 必 需 品 を買 うこ とので き

な い人々 が大 勢 い ま した。何 百 人 とい う人

がす べ ての財 産 を投 げ う って， ミズー リ州

で の迫害 か ら逃 れ て来 て い ま した。 また新

しく改宗 した人 々 も皆貧 しい状態 にあ りま

した。 その よ うな 中で， 彼 らは店 の資金 を

自分 た ちの た め にまわ して くれる予 言者 の

や さ しさ，寛 大 さに触 れ る ことがで き まし

た。 次 の よ うな話 があ ります。 コ ネチカ ッ
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予言者の 自宅に

近いウォー ター

ξξξ灘 螺顧1
き

卜州 ウィル トン生 まれ の黒 人 改 宗 者 ジー

ン ・エ リザ ベス ・マ ニ ング は，1843年 の 晩

秋，母 親 の エラ イザ と4人 の兄 弟 ，義 理 の

兄 と姉 ， そ して 自分 の まだ小 さ な息子 シル

ベ スタ ーを連 れて ノ ー ヴー にや って来 ま し

た。彼 らは，1，000キ ロ以上 もの道 を歩 いて

や って来 たの です 。「私 た ち はやぶ の 中や家

畜小屋 ，外 で寝 ま した。 そ して霜 が雪 の よ

うに降 りる頃 まで旅 を続 け， その霜 の上 を

歩 いてや って来 ま した……私 は ジ ョセ フ兄

弟の所 へ行 きたか っ たの です。」

ノー ヴー に着 いた彼 らに， 予 言 者 と妻 の

エ マは，住 む家 が見 つ か るまで と，マ ン シ ョ

ンハ ウ スを 提供 して くれ ま した。

「私 が ノー ヴー に着 いた とき
，持 って い

た もの はふ たつ だけで した。 くつ や くつ下

は途 中で み なす り切 れ て し まっ たので す。

私 は きれ い な洋 服 を一杯 詰 め た トラ ンク を

船 便 で送 って い たので ， ノー ヴー に着 い た

らす ぐ着れ ると思 って いま した。 ところが

それ は み な， セ ン トル イ ス で盗 ま れ て し

まって い ま した。着 る も の が1枚 も な く

なって い たの です。 … … ある朝 ，私 は階段

の 踊 り場 の所 で，服 が一 着 もな いの を見 て

泣 いて い ま した。 そ こへ入 って来 た予 言者

はあ た りを見 回 し…… エ マ姉 妹 に言 い まし

た。『店 へ行 って彼 女 に洋 服 を持 って来 て お

あ げな さ い。』エマ姉妹 は その よ うに して く

れ ま した。」(「予 言 者 ジ ョセ フ・ス ミス」若

い女性 の 日記 よ り，1905年12月 ，pp.551-

52)

ミズー リ州 の暴 徒 か ら逃 れて きた ジ ェー

ム ズ ・ヘ ン リー ・ロ リンズは，家 族 と一 緒

にノー ヴ」 に移住 し，予 言者 の助 け を求 め
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人々は店の資金を自分たちのためにまわしてくれる予

言者のやさしさ，寛大さに触れることができました。

翻

ました。「私 は予言 者 の あ とに つい て店 まで

行 き ました。 予言 者 は， 二 一 エル ・K・ ホ

イ ッ トニー 氏 に， 私 に やれ る仕事 がな いか

聞 いて くれ ま した。 とこ ろが， そ こで は手

が余 ってい て やる こ とがな い とい う返事 で

した。 ジ ョセ フ兄 弟 は私 の方 を向 いて言 い

ました。『君 に や って も らいた い こ とが あ る

ん だが ……』 そ う言 って予 言者 は私 を店 の

裏 に連 れて行 き， ヒッ コ リー の木 の束 を見

せ ま した。 そ して私 に， おの が使 え るか と

聞 き ま した。 『え え， 少 しな ら』と私 は笑 い

な が らそ う答 え ま した。 予 言者 が 言 う には，

そ この店 貝 た ち は怠 け者 で， 自分 た ちの使

うた き木 さ えも切 ろ う としな い と言 うの で

す。 私 は予 言者 に， よ く切 れ る おのが あ る

か どうか尋 ね ま した。 す る と予 言 者 は ロー

リン ・ウォー カー の方 を向 いて言 いま した。

『この木 を切 って もら うか ら
， 彼 におの を

持 って来 て あげ な さい。』私 はそ の 日の うち

.に木 を切 り終 え， 束 に して し まい ま した。

翌 日， 予言 者 が店 にや って来 て， 外 の貯蔵

室 の ドアの鍵 を はず しま した。 ドアが開 く

と，予 言者 は私 に在 庫 品 の整理 がで きるか.

ど うか尋 ね ま した。私 は とにか くやっ てみ

ま し ょう と答 え ま した。

私 が貯蔵 室 の 中 をきれ い に片 づ けた の を

見 て， 予言 者 は喜 んで くれ ま した。

その頃， 神 殿 の建 物 の方 も大方 で きあが

り，職 人 た ち はそ の店 で 自分 たちの働 きに

対 す る報酬 を受 け てい ま した。

2，3日 の間， 店 は非 常 に混雑 しま した。

私 が会 計 室 の入 口 に立 って い る と，私 の親

しく してい る人 々 が店 に入 っ て来 るのが見

え ま した。彼 らは報酬 として，・注文 の品物

を受 け取 る番 を待 ちな が ら私 の所 へや って

来 て， 自分 た ちの注文 の品 を私 に扱 って も

らえな い もの か と尋 ね ました。 ち ょうど店

にい た ジ ョセ フ兄 弟 が私 に言 い ま した。『こ

の 人 た ち の た め に，働 いて み て は ど うか

ね。』私 は予 言者 か らそ う言 い つけ て も らえ

るな ら喜 んで しま しょ うと答 え ま した。 す

る と予 言者 は私 に 『彼 らの ため に働 きな さ

い』 と言 って くれ ま した。 私 は カ ウンター

の後 ろ に行 き， 店 員 と して働 きなが らその

日もそ して次 の 日もた くさ んの注文 品 を取

り扱 い ま した。店 は四六 時 中混雑 し， 朝 か

ら晩 まで少 な く と も50人 か ら100人 は列 を

作 って待 っ てい る とい った状 態 が続 き まし

た。 その あ ま りの混雑 ぶ りに私 た ちはす っ

か りま いっ て しま い ま した。
しよう

店 に入 って来 た ジ ョセ フは，私 たちの憔
すい

悸 し きった様 子 を見 る と，店 を閉 める よう

指 示 し，2，3日 は店 を開 け ない よう にと

言 い ま した。 私 た ちは疲 れ が取 れ る まで，

言 わ れ た通 りに しま した。 その の ち再 び店

を 開 け，仕 事 に と り か か り ま し た。」
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店の万はと言えば，利益はあまり上がっていませんでした。

それは，ジョセフが多 くの人々に貸 し付けをし，困ってい

る入々に自由に品物を分け与えていたからです。

(「ジェー ムズ ・ヘ ン リー ・ロ リン ズの生 涯

の点描 」教 会 記録保 管 庫蔵)

予 言者 の 自宅 に近 い ウ ォー タ ー通 りとグ

レン ジャr通 りの 交差 点 の角， 南 東 に位 置

す る予 言者 の店 は， ノー ヴー市 民 の集 まる

人気 の場所 とな り ました。 また教 会 の指 導

者 や市 の指 導者 た ち は， こ こで重要 な仕 事

の指揮 にあた って い ま した。 また聖 徒 た ち

は， こ こで食料 品 や衣類 ，備 品 を購 入 す る

だ けでな く， タイ ム ズ ・ア ン ド ・シー ズ ン

ズヘ の寄 付金 や， 神 殿， ノー ヴー ハ ウス の

建築 資金 を払 った り，教 会 の委託 管 財 人 で

あ るジ ョセフ ・ス ミス か ら市 の土 地 を購 入

した りして い ま した。

指 導者 たち はよ くこ の2階 に集 ま り， 大

管 長 会 や ス.テー キ部 高 等 評 議 員 会， ノー

ヴー市議会 ，ノー ヴ ー市在郷 軍人 団会 ，ノー

ヴーハ ウ ス， ノー ヴー神 殿 委 員会 を開 き ま

した。 また市 民 は， こ こで コ ンサー トや 講

演会 ，劇 な ど も楽 しんで い ま した。

ジ ョセフ は， 教 師 た ちに2階 の 大部屋 を

開放 し， ク ラスの指 導 にあた らせ ました。

ところが何 人 か騒 が しい生徒 が いて，下 で

教 会歴 史 を書 いて い る書 記 た ち を よく困 ら

せ ま した。1予言 者 の、冒、子 のひ とり， ジ ョセ

フ3ス ミス3世 は， その と きの こ とを思 い

起 こ して次 の よう に書 いて い ます。「小学 生

だ った私 た ち に は， ど う し て も ウ ィラ ー

ド ・リチ ャー ズ博 士 を忘 れ られ な い理 由 が

あ りま した。 騒 が しい教 室 か ら階 段 を降 り

てい く と， リチ ャー ズ博士 が いて，相 当迷

惑 そ う に して い ま した。私 た ちは2，3度 ，

階段 を降 りた所 で彼 につ か ま り， もっ と静

かに す るよ う注意 を受 けた こ とが あ ります。

確 か に， 上 で どしん ど しん音 を たて た り，

物 を ぶつ けた り，階 段 にど っ と押 し寄 せ た

り， ドア を開 けて 走 り抜 けた り… …騒 が し

く して い たの です。 彼 は特 に年長 の子供 を

しか りつ けて い ま した。 その う ち私 た ちは，

迷 惑 を か ける よ りは，静 かに歩 い た方 が よ

い と思 う よう にな っ分 です。」(メ ア リー ・

オー デ ン シア ・ス ミス ・ア ンダ ー ソ ンとバ ー

サ ・オ ー デ ンシア ・ア ン ダー ソ ン ・ハル ム

ズ著 「ジ ョセ フ・ス ミス3世 と回復 」p.28)

1843年11月7日 ， ジ ョセ フ は次 の よ う に

記 して い ます 。 「(ジョセ フ ・M)コ ール 氏

が テーブ ル をホー ル の後 ろへ移 動 して い る

と， 歴 史 を 書 い て い た(ウ ィラー ド)リ

チ ャーズ と(ウ ィ リアム ・W)フ ェルプ ス

の方 か ら，教 室 の騒 音 が ひ ど くて仕 事 が で

きな い とい う苦 情 が きた。 そ こで私 は， 歴

史 を書 く邪魔 にな っ ては いけ な い と思 い，

コール 氏 に別 の適 当 な場 所 を捜 す よ う命 じ

た。 私 が 最 も頼 りに して い た書 記 が亡 く

な っ た り，背 教 した者 が いた ため に，歴 史

を書 くこ とは大変 な仕 事 にな って い たの で

6
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店 の 内 部(右 上).

・1842年の 扶 助協 会 の

設 立 な どの集 会 に使

用 され た2階 の 大 部

屋(右 下)， ジ ョセ

フ ・ス ミ ス が啓示 を

.・ 、・ 受 けた リ，聖 典 の 出

版 の 準備 を した個 人

蔑謝 の 事務 室(左 上)

ある。私 に とって は，歴 史 が き ちん と書 か

れ て いる か どうか が，一 番大 きな関 心事 に

な ってい た。」(「教 会歴 史」6：66)

そ の赤 レンガの店 の中 では， 歴 史的 な出

来事 が い くつ か起 こ りま した。1842年3月

17日 ，2階 の集 会 室 に集 ま った姉妹 たち の

立 ち会 いの も と， ジ ョセ フ ・ス ミス は「ノ ー

ヴー の婦 人の た めの扶助 協 会 」 を設立 しま

した。 ジ ョセ フは その直後 の集 会 で， この

組 織 は 「貧 し い人々 や未亡 人 ，孤 児 た ちを

助 け るため に， ま たあ らゆ る慈悲 を 目的 と

した行 な いをす る ため に」 あ ると語 って い

ます。(「教 会 歴 史」4：567)

1842年5月4，5日 の2日 間 に わた り，

2階 の部 屋 で開 か れ た神 聖 な会 に は，9人

の男 性 が集 ま り，予 言者 か ら神 殿 のエ ンダ

ウメ ン トを受 け ま した。 ブ リガム ・ヤ ング

を含 む この兄 弟 た ち は， 予 言者 が 暗殺 され

たあ と， ノ ーヴ ー神 殿 で この神聖 な業 を と

り行 な う ことに な りま した。

ジ ョセ フ は， 結局 この店 の経 営 をほ かの

人 に任 せ るこ とにな りま した。 とい うのは，

1842年 の初 め に， 彼 は ノー ヴー の市 長， 治

安 判事 ， 登記 官 の仕事 を引 き受 ける こ とに

な っ たか らです 。店 の方 は と言 えば，利 益

はあ ま り上 が って い ませ ん で した。 それ は，

ジ ョセ フ が 多 く の 人々 に貸 し付 け を し，

困っ てい る人 々 に 自由 に品物 を分 け与 えて

いた か らです。 しか し， 彼 に と って は収入

が減 る こ とよ りも， その ため に人々 の生活

が良 くな る こ との方 がず っ と大切 だ ったの

です。 開店 した 当時， ジ ョセ フ はこの よ う

に書 いて い ます。「私 は聖 徒 た ちの ため に役

立 ちた い。主 の み ここ ろにか な う ときに昇

栄 で きる こと を望 み なが ら， すべ て の人々

に尽 く した い。」(「教会 歴 史」4：492)
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子
供 の 頃，私 の家 はニ ュー ヨー ク市 内

か ら50キ ロ ほ ど離 れ たロ ン グ ・アイ

ラ ン ドとい う とこ ろに あ りま した。 そ こは

木 々の 多い 自然 に恵 まれ た美 しい とこ ろで

した。生 け垣 に囲 まれ た広 い敷 地 には，石

庭 や魚 の いる池， 菜 園 な どが あ り，芝 生 が

敷 きつめ られ，木 々 が生 い茂 って い ました。

それ は どれ も手入 れ を必要 とす る もの ばか

りで， 夏 には芝刈 り， 秋 に は落 ち葉掃 き と，

いつ も仕事 が待 って い ま した。 そ う した庭

の手入 れで， 私 た ちは かな りきつ い仕 事 を

した つ もりで いま した が， 少 年時 代 を アイ

ダホ州 バー トンのて ん さい畑 で過 ご した父

に言 わせれ ば， ま るで何 も して い ない よ う

な もので した。

あ る 日，父 が私 にこ う言 い ました。「農場

で フラ ンクお じさ んの手伝 いで もして みな

け りゃ，働 くとい う ことが どん な もの か，

お前 にはわ か らん だろ うな。」 そ こで私 は，

ひ と夏 を ユ タ州 トゥエ ラ に近 い ス カ ル バ

レー で過 ご し，働 く とは どう いう こ とかを

学 ぶ こ とに した の です。

私 の家 の あ る緑 の多 い ロ ング ・アイ ラ ン

ドとは違 って，乾 燥 してい て荒涼 と した砂

漠 の スカル バ レー は， 私 には信 じられ ない

ような場 所 で した。 ヨー ロ ッパ や合衆 国東

部 か ら移 って きた開拓 者 た ち は， こ こに着

いた と き 「まさ にこの地 で あ る」 と言 われ

たので す。 そ の ときの彼 らの気持 ちが どん

なで あ ったか，私 には手 に とるよ う にわか

りました。

大都 市 周辺 で生活 して きた私 に と って，

農場 で の生 活 は大変 す ば ら しい勉 強 にな り

ま した。 家畜 や馬 を見 て は感 動 し，収 穫 に

いた る まで の仕事 の大変 さに す っか り圧 倒

されて しま いま した。豊 作 を期待 す るに は，

それ まで に大変 な準備 が必要 であ る こ とを

初 めて知 った と きの気持 ちは，今 で もは っ

き り覚 えて い ます。 畑 を耕 し， す き， な ら

し，植 えつ け をす る。土 寄 せ を し，雑 草 を

取 る。水 はけ を よ くし， また土寄 せ を し，

雑草 を取 る… … と私 には仕事 が限 りな く続

く ように見 えま した。 その夏 は私 に とって

す ば ら しい教 訓 の夏 とな りました。教 訓 と

言 うよ り大切 な財 産 と言 った方 が いい か も

しれ ませ ん。 なぜ な ら， 私 は その よ うな荒

涼 とした世 界 の遠 隔 地 で，収 穫 の律 法 とい

う大 切 な律 法 を学 ぶ こ とにな った か らです。

収穫 の律 法 とい うの は，何 も しな い とこ

ろか らは何 も得 られな い とい う単 純 な もの

で す。聖典 で は，収 穫 の律 法 を，「まいた も

の を刈 りと るこ とにな る」 とい う言葉 で教
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知 らな い とこ ろで， た くさん の働 きがな さ

れ てい るの です。私 た ちが店 に行 って 目に

す るの は， 農 家 や酪農 家 が生産 した結果 だ

け， す なわ ち新 鮮 な野菜 や果 物 ，酪 農 品 が

並 んで いる と ころだ けで す。 しか し， そ れ

らを生産 す る まで の仕事 にた ず さわ って み

な けれ ば， これ らの完成 品に}体 どれ だ け

の時 間が か かるか， 時 には心 を痛 め，不 安

の つ きま とういか に大変 な仕 事 で 誘 るか を

知 る ことはで きませ ん。 ピア ノの演 奏 や歌

を聞 い た り， 人の書 いた本 を読 ん だ り， 美

しい絵 を見 る ときに も これ と同 じこ とが言

えます。

多 くの人々 は 「創 造性 」 とい う言 葉 は，

単 に文 化 や演奏 芸 術 といっ た事 柄 にの み

あて は まる もの と思 って いる よ うです が，

それ は偏見 とい う もの です。 論理 的 に考 え

て みて も， 「創造 性 」 とい う言 葉 は限 りな

く， 実 に多方面 にわた って使 える もの なの

です 。

この世 の創 り主 イエ ス ・キ リス トは，私

た ちに創造性 につ いて力 強 い可能 性 を示 し

て くだ さい ま した。私 た ちの周 りにい る人

人，動物 ，草 花， 植物 ， 昆虫 ， どれ を と っ

てみ て もふた つ と して 同 じもの は あ りませ

ん。地球 に も季 節 があ り，熱 帯 の ジ ャング

ルや大 洋，湖 ， 山， 谷，森 ， 平野 ， 台地 な

どが あ って， 私 た ち に限 りな い創 造性 を示

して くれて い ます。

創 造主 は， 私 た ち に創造 性 とい う賜 や才

能 を伸ば す こ とを望 まれ， 励 まし を与 えて

お られ ます。教 義 と聖約 の46章 に はこの よ
なんじ

う に記 されて い ま す。 「汝 ら… …熱 心 に最
たまもの しか ため

善の賜を求めよ。而して常に何の為に与え
おぽ

らる る賜 なるか を憶 ゆべ し。 ……

す べての者 ，必 ず しもあ らゆ る賜 を与 え

られ しにあ らず。何 とな れば， 賜 は 多 くあ
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れ どす べて の人 は神 の 『みた ま』 に よ りて

そ の一 を受 くれ ば な り。

あ る者 はあ る賜 をた まわ り， ま た他 の者

に は別 の賜 をた まわ り， か く してす べて の

者 これ に よ りて益 を得 るな り。

す べ て皆 これ らの賜 は， 神 よ り来 りて神

の子 た ち を益 す る な り。」(教 義 と聖 約46：

8，11-12，，26)

この聖 句 は，最 良 の賜 を熱心 に求 め るの

は正 しい理 由 か らで あれ ば決 して悪 い こ と

で はな い と教 えて いるの です。

しか しド 立 派 な才 能 を持 って いな が ら利

己的 な ため に， その賜 を人の た めに使 お う

と しな い人が 多 す ぎます。 とい うよ り， 彼

ら はその賜 が神 か ら与 え られ た もので あ る

こ とを認 め よ うと しない のです 。 自分 の創

造性 に関 す る才 能 が ど こか ら与 え られ る の

か を正 し く理解 して いれ ば，rサタ ンの 目的

にか な うよ うな書物 を読 んだ り，踊 りを し

た り， 音楽 を聞 いた りす る ような こ とは し

ない はず です。 予言 者 モ ロナ イ は，"悪事 の

ため に才 能 を使 うこ とに つい て，次 の よ う

に勧 告 し』戒 めて い ます。「あ なた た ちは キ
み もと

リス トの御 許へ 来 て一切 の善 い賜 物 をつか

め。 悪 い た まもの ま たは汚 れ た もの にかか

わっ ては な らな い。」(モ ロナ イ10：30)し

か しなが ら，私 た ち は試 しを受 け るた め に

この世 に来 て い ます。 です か ら当然 自由 意

志 を使 って善 と悪 を選 ぶ ことが で きるわ け

で す。

教 義 と聖 約52章14節 か ら19節 に は， 私 た

ちが創造 性 とい う賜 を正 しい 目的 の ため に

使 え るよ う， 指示 が 与 え られて い ます。 そ

の 中で私 た ち は， 識別 の賜 また は規範 とい

うの は，1悔い る精神 を も って祈 り，儀 式 や

戒 め に従 う.ことに よって， また悔 い る精 神

をも って語 り， しか もその言葉 が柔 和 な と
}
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きに与 え られ る と教 え られ て い ます。 さ ら

に， 争 い がな く，主 のみ力 を謙遜 な気 持 ち

で受 け入 れ，賛 美 と知 恵 の実 を結 ぶ とき に

与 え られ るの で す。
おぽ

46章10節 には， 「憶 えん こ と」と出て い ま

すが， それ はす なわ ち学 び研 究 す る能 力，

勤 勉 さや賜 ， 才能 を伸 ば して いく能力 の こ

とを指 して い ます。私 た ちに は， 自分 自身

にみ が きをか け る責 任 が ある ので す。

あ る とき私 の友 人 が「ピア ノが弾 け るか」

と尋 ね られて，「まだ や ってみ た こ とが ない

か ら， わ か らな い」 と答 え たので す。何 と

す ば らしい教 訓 で し ょうか。私 たち には試

され る の を待 って いる， 隠れ た才能 が実 に

た く さん ある ので す。

しか し，創 造性 とい う才能 を伸 ばす こと

は， 決 して楽 な仕 事 で は あ りませ ん。 その

こ とを忘 れ ないで くだ さい。私 は よ く 「す

べ て の者， 必 ず し もあ らゆ る賜 を与 え られ

しに あ ら ず」(教 義 と聖 約46111)と 言 っ

て， 自分 の才 能 の なさ を正 当化 して し まう

ことが あ り ます。 た とえば， 翻訳 者 や通 訳

者 と一緒 に仕 事 を して い る ときな ど， っ い
い げん

「異 言 を語 る賜 が あ って いい です ね」 など

と言 って し まうの です 。

あ る とき， その よう な言葉 に次 の ような

返事 が返 っ て きた ことが あ りま した。「私 の

異 言 を語 る賜 は， 何千 時 間 もの勉 強 と， 幾

度 もの失敗 や挫折 感 を克服 した あ とに与 え

られた もの です。」

前 に も言 い ま したが， 創造 性 というの は

文化 や芸 術 に限 った もので は あ りませ ん。

それ だ けで は， 非 常 に限 られ た もの になっ

て しま いま す。 私 た ち には 日々活動 してい

る中 で，独 創 的 な作 品 を生 み出す 力が与 え

られ て い るので す。私 たち は，創 造性 を働

かせ て， 問題 へ の新 しい アプ ロー チの方法
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を身 につ ける こと によ り， 日常 の いろ い ろ

な問題 に対 す る解 決策 を見 つ けて い くこ と

が で きます。 私 は今 まで ， マー ケ テ ィン グ

やセ ール ス， 広告 業， 新 製品 の 開発 な ど に

たず さわ りなが ら， その ような創 造性 を数

多 く目に して きま した。

大学 院 を修 了 したば か りの私 は，新 しい

雇 い主 か ら市場 調査部 の仕 事 を言 いつ け ら

れ たので す。私 た ちが そ こで取 り組 ん だ の

は， 旧型 の製 品 によ く似 た新 製 品 を いか に

早 く識 別 す るか とい う ことで した。 新 旧 の

区別 が はっ き りして いな い と， 市場 で の新

型製 品の売 れ行 きや様子 を的確 に調査 す る

ことはで きな いの で す。 現場 の検 査 貝 た ち

は， 訓練 は受 けて きてい る ものの， かな り

戸惑 ってい ま した。 簡単 な区別 の 方法 はな

いよ うに さえ思 え ました。

そん な折，私 は新 参分 析 者 として あ る会

合 に招待 され， この間題 の解決 策 につ いて

話 し合 うこ とにな りま した。 この問題 が解

決 で きな いた めに，何 万 ドル もの 費 用が か

か って い ま した。 そこで は い ろい ろな アイ

デアが 出 されて い ま した。 と ころが， 会合

の最 中， 私 の結婚 指輪 が指 か らす り抜 けて

転 が り， 新製 品 の取 っ手 の と ころ で止 ま っ

たの です。 そ して そ こで， 旧式 の標 準型 の

取 っ手 は， か ろ う じて私 の指 輪 に納 まるが，

調 節可能 な新 型 の取 っ手 には は ま らな い こ

とが わか った ので す。私 はそれ を ヒン トに

し，検査 員 が正 しく判 断で きる よう に， い

ろ いろ な大 きさの穴 を開 けた カー ドを作 る

ごとに しま した。市 場調 査 を担 当 して い る

人 々は， この簡 単 な解決 方法 を提 供 して く

れ たカ ー ドを， 今 なお 「ヘイ ル ズの ホー ル

カー ド」 と呼 んで い ます。

私 が マサ チ ュー セ ッ ツ州 ボ ス トンの ケ ン

ブ リッジワ ー ド部 で， 長老 定員会 の会長 を
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して いた と きの こ とで した。 その近 辺 の大

学 に入 るため に や って くる末 日聖徒 の学 生

た ちの姿 が，到 着 して数 日間 の うち に見 え

な くな って し まうの です。 その うち何 人か

は，会 貝 として あ ま り活発 で な く， 会貝 た

ち と強 いつ なが りを持 ってい な いよ うな人}

た ちで した。 そ こで，私 た ちはプ ロ ジェ ク

ト48と い う計 画 を考 え出 した の です。 それ

は，私 たち の長老 定貝 会 の会員 とな る転 入 ・

学生 に， 定貝会 の会貝 と到 着後48時 間 を一

緒 に過 ごす機 会 を提供 する とい う もので し

た。 そして， 定員 会 の会員 は，転 入者 が新

居 を捜 すの を手伝 う こと にした ので す。(私

た ちの手 元 に は， 手 頃 なアパ ー トの リス ト

が あ りま した)そ して定貝 会 の会員 た ちは，

来 た ばか りの学生 た ちに友情 と兄 弟愛 を示

し， 彼 らが 身 の回 りの こ とに困 ら ない よ う

に してあ げ ま した。

こう して， 私 た ち は大 勢 の転入 者 に定貝

会 との絆 を強 め させ，新 しい環境 に移 って

きた ばか りの学 生 た ちを，最 初 の数 日間 に

見失 って し まう とい う ような こ とを なく し

たの です。 このプ ロ ジェ ク ト48は ， そ煩 か

ら25年 た った今 な お健在 で， ボス トン地 域 一

の学生 に歓迎 のプ ロ グ ラム と して貢 献 して

い ます。

地元 の状 況 に合 わせ るには， 場合 によ っ

て独 自の アプ ローチ が必要 にな る ことが あ

ります。私 た ち に は一 般的 な ガ イ ドライ ン

や原 則が 与 え られ て い ますが， 主 は，私 た

ちが 自由 に 自分 の 問題 を解決 す るよ う望 ん
P

でお られ るの で す。 モル モ ン経 には ジ ェ レ

ドの兄 弟 の模範 的 な話 が載 って い ますが，

それ は， 自分 の問題 は主 の導 きを得 て 自分 、

で解 決 す るよ う主 が い か に望 ん でお られ る1

か を示 して い ます。

ジ ェ レ ドの兄弟 は， すで に主 の指示通 り

ノ



に船 を作 って いま した。 しか し， その船 に

は航行 す るため の スク リューな ど は何 もつ

いて い ませ んで した。 また船 内 に は， 生 き

て い くため に必要 な空気 を取 り入 れ る方 法

もな く， 明 か りもあ りませ んで した。 そ こ

で ジ ェ レ ドの兄弟 は祈 り， ス ク リュー や航

行 の仕方 につ いて の答 え を受 けた ので す。

の地 に連 れて行 く と言 わ れ ま した。(イテル

2：24-25参 照)し か し， 空気 や 明か りは

ど うだ ったで しょ うか。

ジェ レ ドの兄 弟 は， それ ぞれの船 の上 と

底 に穴 を開 け， そ こにせ ん をす る ように言

われ ま した。 そ して主 は， 空気 が必 要 な と



きには その穴 を開 け る よう に と言 わ れた の

です。 穴 を開 けて水 が 入 って く る ような ら

す ぐにせ ん をす るよ うに と，主 はや やユ ー

モ ア をもっ て， ジ ェ レ ドの兄弟 に指 示 され

たので はな いで しょうか。(イテル2：20参

照)

しか しな お， 船 内 に明 か りを取 り入れ る

とい う問題 が残 って い ま した。「主 よ，汝 は

われ らに この大海 を暗や み の中 にて渡 らせ

た もうべ きか。」(イ テル2：22)私 た ち も

祈 りの 中で ，同 じ悩 み をた だ く り返 し言 っ

てい るだ けの と きが よくあ る よ うで す。「す

る とこの時 主 は ジェ レ ドの兄 弟 に 『汝 ら は

その舟 の 中に光 の あ らん ため， われ に何 を

せ られん こ とを願 うか。』… … と仰 せ にな っ ・

た。」(イ テル2：23)ジ ェ レ ドの兄 弟 嫉，

窓や火 は使 え な いと言 われ， ほか に方法 を

考 えつ くこ とがで き な くなっ て し まい ま し

た。私 たち も人生 に おい て，悩 みや問題 を

解 決 す るの に， 方法 が 限 られ て しま い， ど

うし よう もな くなって しま うこ とが よ くあ

ります。

ジェ レ ドの兄 弟 は，16の 透 明 な石 を持 っ

て きて， それ を主 に融 って も らう こ ど に

よって，問題 を解 決 し 霧 した。「この石 に主

の指 を触 れ て暗 やみ の中 にて光 を出 す石 と

な したま え。 … … そは… …光 を出 し海 を渡
てら

る間 われ らの所 を照 す。」(イ テル3：4)

主 か らその石 に光 を もらい， 彼 らは無事 に

航海 する ことが で き ました。 明 か りを取 り

入 れ る方 法 として は， きっ と もっ と別 の 良

い方法 が あっ たに違 い あ りませ ん。 以前 我

が家 の家 庭 の夕 べ で，息 子 が， ジェ レ ドの

兄 弟 は主、こペ ンキの 入 った缶 にで も触 って

もらえば良 か った の に， と言 った こ とが あ 、

ります。 光輝 くペ ンキ は，船 のイ ンテ リア1

の塗装用 に も使 うこ とがで きるは ずで す。
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しか し ジェ レ ドの兄 弟 は，石 を使 う こと に

決 め， そ して主 は その解 決方 法 を受 け入 れ

て くださ った ので す。

私 たち は物事 を論 理 的 に考 え るこ とので

きる人 間 です。 自分 が 必要 と して い るもの

を見 きわ め，計 画 や 目標 を立 て，問 題 を解

決 す る力 が与 え られて い ます。 創造 性豊 か

な人々 は， 障害 を克服 す る解 決 方法 と して，

その よ うな特質 を生 かす こ とが で きるは ず

です。 そ して 自分 に立 ち向 か って くる もの

を，独 自の方 法 を用 いて克 服 す る こ とが で

き， また ほ かの人 々 が困難 な状 況 を打 開 し

て い くの を助 け るた め に， その方 法 を見 い

だ して い くこ とがで き、ます。

私 た ち は， 人生 に とって あ ま り役 に立 ち

そ う もない アイ デ アや発 明， ア プ ローチ に

執 着 して しま う ことが多 す ぎ ます。創 造性

あ る アプ ロー チ とい うの は， 人生 の 中で ど

う して も必要 な もの を満 た して い く練 りあ

げ られ た方 法 の こと を言 うので す。創 造 的

な考 えと いうの は，教 育 や舷 め を守 る こ と，

正 直 など に取 って替 わ る 赴ので は あ りませ

ん し，人 生 の チ ャ レン ジに対 処 す る近 道 で

もあ りませ ん。創 造 的 な考 え と いうの は，

私 た ちに解 決へ の糸 口を見 つ け させ て くれ

る一種 の霊感 なの です。

創 造性 ある人 間 に なる には， たえず好 奇

心 を持 っで いな けれ ばな りませ ん。 常 に新

しい アイ デア に 目を向 け， 耳 を傾 け るの で

す。 また時 には，'ほかの人 の解 決法 の方 が

良 い と認 め るこ と も必要 です。 そ して また，

自他 を問 わず， これ まで の経験 か ら，教 訓

を得 る よ うに努 め るべ きです。

創 造 的 な考 え を身 につ け る過 程 を見 て い

る と，私 に はお じの農場 で した仕事 の こ と

が思 い出 され て く るので す。作 物 を大 き く

育 て るた め に踏 む ス テ ップ は，私 た ち に



とって すば らしい ガイ ドライ ン とな るもの

です 。

畑 を耕 す。 思 い を清 くす る ため に，祈 り

で始 め，環 境 をふ さわ し く整 えて くだ さ い。

そ して問題 や悩 み を十 分 に検 討 し， 必 ず解

決 方 法 が見 つ か る と い う積 極 的 な 態 度 を

養 って くだ さ い。 自分 自身 や ほか の人 々 を

信 頼 で き るよ うな雰 囲気 を作 って くだ さ い。

種 を まく 。 自分 にで き るこ とは何 か を考

え， どこ に助 けが必要 か を決 め て くだ さ い。

しか し， この段 階 で は まだ助 言 を求 め るべ

きで はあ りませ ん。 あ なた の方 に，助 言 を

受 け る備 えがで きて い な いか らで す。 も ち

ろん ほ かの 人 に， あな たの代 わ りに決 めて

もら うよ うな こ とも しない で くだ さい。教

義 と聖 約9章7節 の 言 葉 を思 い起 こ し ま
なんじ

しょ う。「見 よ，汝 い まだ悟 らず。汝 はひた

す らわ れ に願 い し時 は これ を与 え らる るな

らん と思 え り。」

芽 を出 させ る。 これ か ら大 き くふ くらん

で い くか も しれ な いあ なた の アイ デア を，

根 こそ ぎ抜 いて しま うよ うな こ とは しない

で くだ さい。 これ は創 造性 を養 う ため の一

段 階 で， この段 階 で は，積 極 的 な不安 のな

い態度 が求 め られ ます。少 し待 って み て，

あな た のア イデ ア に， 大 きく育 つ チ ャンス

を与 え てあ げて くだ さ い。 しか しその場合 ，

た とえ失敗 して も再 び積極 的 に挑 戦 してみ

るだ け の気 持 ち を持 っ てい なけ れ ばな りま

せん。

作物 の でき具 合 を見 る。 ふ さわ し くない

考 えは と り除 い て くだ さい。 主 に従 うこ と

に よ り， あ なた は霊感 を受 け る資 格 が得 ら

れ ます。教 義 と聖約9章7節 か ら9節 まで

の言葉 をか み しめて み て くだ さい。私 たち

の決 断が正 しい か どう かを尋 ね る と き，霊

感 が与 え られ る ので す。「これ によ りて汝 に

聖徒 の道/1984年12月 号

その正 し きを感 ぜ しむ。」(教 義 と聖約9：

8)あ なた の偉 大 な力 は，戒 め を守 る こと

に よ って もた ら され る こ とを忘 れ ないで く

だ さい。 、

収穫 す る。世 界 一 の生産 力 を持 つ農 夫 で

も，.作 物 を収穫 しなけ れば何 もな りませ ん。

あな た のア イ デア につ いて，何 らか の行 動

を起 こして くだ き い。 率 先 して， あ なた の

考 えを人 々 に知 らせ， あな た 自身 も行 動 を

起 こす ので す。

モ ー ツ ァル トとい う作 曲家 は， どの よう

に して創造 性 を養 って い ったか， その過 程

を次 の よ うに語 って い ます。「私 は，自分 を

うれ しく させ るよ うな考 えを よ く覚 えて お

くよ うに して い ます。 …… それ が私 に霊 感

を与 え て くれ るので す。 そ して心 が安 らい

で いれ ば， 私 の テー マ は どん どん広 が り，

形 作 られ， どん な に長 く と も， 曲 と して心

の中 に で きあが るの で す。 ま るです ば らし

い絵 や美 しい彫像 を見 る よう に， ひと 目で

全 体 を見 渡 す こ と が で き る の で す。」(ブ

ル ー ス ター ・ギ ゼ リ ン 「創 造 の過程 」p.44)

モ ー ツ ァル トも言 ってい る よう に， 日常

の問題 を解 決 す る際 に踏 む ス テ ップ は，本

を書 い た り，絵 を描 い た り， 写真 や音 楽 を

扱 う ときに もあ て は まる とい うこ とです。

収穫 に至 る まで に は， 人知 れぬ大 きな働 き

がな され て いる ので す。私 たち は熱心 な働

き と，神 の霊 感 によ って，今 まで にな いす ば

らしい傑作 を手 にす る こ とがで き るに違 い

あ り ませ ん。悩 みや 問題 を解決 す る ときに

は， まず 自分 の で きる こ とをす べて成 し遂

げ， それ か ら主 に確認 を願 い， 自分 が正 し

い決 断 を したの だ とい う安 らか な確 信 を得

る よ うに したい もの で す。 その よ うにす れ

ば，私 たち はた ぐさん の もの を収 穫 す るこ

こ とが で きるの です。
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のおじいさんは,へ んだね。｣ナサ ンは,6さ いのおとうと
『あ

のボブ肌､ま し耐 サンとボブ1よどろんこ欝､
いえ かえ

て,家 に帰るところでした。

｢どのおじいさんさ?｣ボ ブはどうがいっぱいついたくつをふみな

かお ば しや とお みち

らしながら,顔 もあげずにたずねま した。ほろ馬車の通る道は,12
がっ あめ

月の雨でグチャグチャでした。
げつまえ ひと

｢ほ ら
, .6ヵ 月前にひっこしてきた人,ジ ョサイヤ･ポ ッツさんだ

かん

よ。クリスマスまであと3し ゅう間
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いました。
おお こえ いま なに み

ポッツさんは大きな声 でいいま した。｢今,何 を見ていたんだ。｣ナ

サ ンは,グ ッとつばをのみこみま した。｢べつに,や くにもたたな い

ものです。｣

｢い つから
,わ しがや くにもたたなくなったのかね。｣

｢ぼ く
,そ んな しつれいなこといいませんよ。｣

冊夢

呼

麟
懸
羅
凝

輝 。四

｢そ れ じゃあ
,う ちのへいからはなれてくれ。｣ポッツさん はうなる

こえ ワ なに

ような声 でいいま した。｢せんそうで何もかもなくして,そ のうえ,へ

いまでこわ されぢゃたまらんよ。｣
き いえ なに

ナサンはこう聞かずにはいられませんでした。｢家のほかにも,何
か

かなく したんですか。も しかしたら,家 ぞくをなく したんですか。｣
いう した

ポッツ さんは,は い色 のまゆを しかめま した。まゆの下には,つ
め まえ し

かれきった目が のぞ いていました。｢お前の知 ったことじゃないが,

つまと子 どもをな くしたんだよ。｣
お とうと

ナサ ンはそわそわ しなが らいいま した。｢弟ととぼくは,せ んそう
とう

でお父 さんをな くしたんです。｣
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はな

は話せるもん。｣
かあ なが み かあ め

お田さんは,長 いことナサンを見ていました。お田さんは目にな
とう

みだをうかべていいました。｢だんだんお父さんににてくるわね,あ
とお

なたは。お父さん はいなくな って しまったけど,こ こにはもうひ と
とお おな

り,お 父さんと同じようにすば らしい,モ ルモンのせんきよう しが

いるわ。｣
いえ い た い

ナサンはポッツさんの家に行って,ち ょっと立ちどまり,『さあ行
じ ぶん

くんだ』と自分にいいきかせました。ナサンはドァをたたこうとし
なか なに か おも

ましたが,ふ とせいしょの中に何かことばを書こうと思いつきまし
か

た。書きおわると,ナ サンはげんかんのところのいすにせいしよを
いえ かえ

おいて,に げるようにして家 に帰 りました。
こ いえ まえ とお

ふつか後,ポ ッツさんの家の前を通りかかると,ナ サンはポッツ
た

さんによびとめられました。ポッツさんは,ド ァのむこうに立って
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ぬし う よう

くい主が お生 まれにな って8

す か め

日 目 の こ と,マ リヤ と ヨ セ フ

てん し めい とお

は天使 ガ'プリエル か ら命 じられた通
す く ぬし な

リ,救 い主をイエス と名 づけま した 。

それか らしば らくして,ふ た りはイ
しん しゅ

エスを神でんにつれていき,主 の り
やま

っぽ うに｢山 ば とひ とつがい,ま た
いえ さだ

は,家 ば とのひな2わ｣と 定 められ

ているの にしたが って,い けにえを

さ さげま した。
かみ つか

神 に仕 えるシメオ ンは,せ いれ い
ちから み

の 力によ って,キ リス トを見るまで
し や く

死ぬ ことはな いと約 そ くされて いま

した。 シメオ ンは,せ いれ いにみち
しん く

びかれて神でん にや って 来ると,お
ご み

さな子をだ いたマ リヤ とヨセ フを見
み

ま した 。シメオ ンはよろこびに満た
あゆ ご

されてふた りに歩み よ リ,お さな子
かみ

を うで にだ いて,神 をほめた たえま
すく ぬし

した 。つ いにシメオンは,救 い主が
し

おいで になった ことを知 ったのです。
ニくみん

シメオ ンは,イ エスがす ぺて の国民

ふ く よ げん

にとって しゅく福 にな ることを予 言

しま した 。それか ら,マ リヤ とヨセ
ふ く つ ぎ

フを しゆく福 し,次 にマ リヤ にむか
い

っ て こ う 言 い ま した 。｢あ な た は,こ

ご1ひ とびと

のおさな子が人々からひどいあっか
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き ほし

にや って来 ました。その星かメ シヤ
つ

のた ん しょうを告 げて いることを,
し

はかせたち は知 って いま した 。｢ユタ
おつ つ かた

ヤ の王と して お生 まれ にな った 方は

とこにおられ ますか 。｣はかせたち は
ひがし ほう

たすね ました。｢わた したち は東の方

ほ し み かた

て その犀 を見たのて,そ の方をおが
き

み に 来 ま した 。｣

あたト お っ

へロテ はユ タヤ の新 しい王 の こと
き か あん

を聞いて,不 安 にな りま した 。そ こ
くにしゅっ が くしゃ あっ

て へロテ は国中の学 者を集め,や く
つ

そ くのメシヤ か とこて生まれるのか
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せいしよにでで《る

どうぷつ
① アブラハムはむす

このイサクのために,

ふさわ しいつまをみつ

けようと,し もべをつ
ひ

かわしました。ある日,
の はら

イサクが野原にいると,

しもべと,つ まになる

りベカが[工=□ にのっ

て,や ってきました。
そうせい

(創世24:63)

●

② エライジャは,か ◎ サムソンは,つ よ
ひと ひ

みのよげんしゃで した。 い人で した。 ある日,
た

ひどいききんで食べも サムソンはすでで□]

のがないときに,か み[[;]李 ころしました。

さまは[[工]を つかっ(士 師14:5-6)

て,エ ライジャにパン

とにくをはこばせまし
れつ おうじょう

た。(列 王上り7:6)

● ●

らいおん

● ●
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藁鰻 購1藻 灘騰職 黛撚羅難鐸i購鰹纂蟻撫醗.
'85年ミス ･アメ リカに選 ばれた

シャー り一ン･ウ エルズ姉妹

回
85年 の第63代 ミス･ア メ リカに,5ω1･1の代 表の中から末

日聖徒 であるシャー リー ン･ウ エル ズ姉妹(ブ リガム･

ヤング大学3年 生,20歳)が 選 ばれ た。

ウエル ズ姉妹は,七 十人第一定 貝会会貝の ロバー ト･E･ウ

エルズ長老 とヘ レン姉妹の三女(7人 兄妹)と してパ ラグアイ

に生まれ,ウ エルズ長老の教会幹部 としての召 しに伴 ってチ リ

やアルゼンチンで育 った。 ミス･ア メ リカの コンテ ス トでも,

南 アメ リカの伝 統的衣装 に古典 ハープでパラグアイの フォーク
ひ ろう

ソングを披露 し,豊 かな才能 と個 性をアピール した。

報道関係者が｢モ ルモンの 日曜学校教師｣と 呼ぶ彼女は非常
あつ

に信仰篤 く,受 賞後 の記者会見で｢私 は末 日聖徒 の家庭に育 っ

たことをとても誇 りに思 って います。信仰 は,私 の生活の一部

です｣と 述べ,自 分 の信念 を披れき した。

またチ ャーチニ ューズのインタビューに答 えて,次 のように

述べている。｢私が ミス･ア メ リカであることのみならず,末 日

聖徒 として人々か ら注 目され ることは十分承知 して います。 と

ても大 きな責任ですが,私 の信 じている事柄 をお話で きる良い

機会で もあ りますので,最 善 を尽 くしたいと思 います。 また皆

さんに誇 りに思われるように努 めた いと思 います。｣

シャー リーン･ウ エルズ姉妹 は ミス･BYUと ミス･ユ タの

両 タイ トルをすで に受 けてお り,ミ ス･ア メ リカの栄冠は末 日

聖 徒 と して は彼女 が初 めて で あ る。

ウエルズ長老 は娘 の ミス･ア メ リカ受 賞について,こ う語 っ

ている。
ちゆうちよ

｢彼女は信仰 につ いて語 るのを躊 躇 するこ とはないで しょう

が,そ れ を誇示 する必要 もあ りませ ん。今 まで通 りの生活 をし

て,教 会のよい代表者 になってくれれば と思 います。｣
にが

過去の ミス･ア メリカがスキ ャンダルを起 こして関係者 を苦

りきらせていたときだけに,保 守的な良 き伝統 を受 け継 いだ ウ

エルズ姉妹に白羽の矢が立ったのもうなずけ よう。 ウエル ズ姉

妹 は ミス･ア メ リカとして,今 後1年 間テ レビ出演 など各 種の

行 事に花 を添えることになる。
●｢チヤーチニューズ｣

54(9月23日 付)より車云載

卑
末日聖徒であること

を誇りに思います
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撫 蝦
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.蹟 ハ 》､,噛 煽 驚 い,鴇?曵 盈寒 々嘘 仔､"､ト記聯 霧..

め,さ らに教育や夫婦間 の問題 にまで発展 して

いきました。ふた りのケン ト兄弟 の持 つユニー

クな雰:囲気 もあ って終始楽 しく進 み ましたが,

討議の内容 もかな り濃 く,知 的で非常 に興味深

いものとな りました。

当 日,会 場 は約350人 の人 々で一杯 にな りま

した。そこではほかの 日の活動の紹介 やデモン

ス トレーシ ョンな どもあ り,オ ープ ンハウスの

初 日に行 なわれた集会 としてはとて も意義深 い

もの にな りました。

また地域 の人々への良 いアピールになったと

同時 に,会 員内の意識 を新 たにす ることができ

ました。

打 ち上 げ花火 的に終 わることだけは避 けよう

ということで,日 常 の活動の紹介 に主眼 を置 い

た今回のオープ ンハウスは,シ ンポ ジウムの成

功 もあって 多くの非教会員 や求 道者の関心 を教

会 に向けることができました。それは直接福音

の紹介には結びつ きませ んが,教 会に親 しんで

もらうために大 きな意味が あった と思 います。

最後 に今 回の オープ ンハ ウス に主 の助 けが

あ った ことと同時に,実 際 に働 いて くださった

七十人 や宣教 師,そ のほかの方々に心 から感謝

したい と思 います。(レポーター 東 京ステーキ

部 活動委員･波 田野隆)

國
が オープ ンハウスの計画を初 めて知 った

のは,2カ 月ほ ど前 の8月 初 めで した。

ステー キ部 ワー ド部 のす べて の指 導 者 が集

まって原案が発 表 され ましたが,そ のときはま

だ よ くまと まってお らず,い ろいろ な問題 が

あって,ど んなオープ ンハ ウスになるのか見 当

もつきませんで した。 また準備す る期 間が短 く,

どれだけの人が来て くださるのか とて も不安 で

した。

構 灘繕紳 ∵

鞭
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糠 藷 畷1

///i灘

瀕窯
l/ギ 熱灘

撫
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軸講

琴鱗

●(左)オ ー ブンハウス会場 の受付。壁にはイエス･キ リス トを証するろ･たつの記録 を手にするエセ

キエルの絵か張 られている。 ●(右)教 会Q庫 復を伝える福音のフロア。
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一札幌ステーキ部一

回 ヤンポ ン トーキンク1｣

という倒 苞集会が,8月

12日 の 日曜 日,札 幌市教 育文化会

館講堂 で行 なわれた。正式 には｢第

1回 『ライラックの咲 く札幌の街
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に住みっいている変 な外人 と日本語 と英語 によ

る愉決な交流チ ャンポン トーキ ング』枷 晃の変

な外 人と国際社会 に乗 り出す人集 まれ1｣と い

うもので,ス テーキ部 内に組織 された｢国 際交

流 フォーラム実行委員会｣が 主催 し,札幌 ステー

キ部が後援 とい う形 で行 なわれた。

今 までの伝道集会 とまったく違った趣 向を凝

らし,出 席 者も一緒 に参加 し,考 え,発 言 し,

楽 しめるパ ネルデ ィスカ ッシ ョンの形 がとられ

た。パネラーに'84年度 きものの着付 け 日本一 に

なったロバ ー ト･K･ア ンダーセ ン兄弟(元 札

幌伝道部専任宣教 師),米 テキサ ス州 で農場 を経

営するデ ビッ ト･H･保 喜長老(現 柑 螂云道部

長),北 海道教育大学教授の潟沼誠二兄弟(札 幌

ステーキ部長)ら5人 。北海道新聞 にも事前 に

大 きく報道 され たこともあ り,150名 ほとしか

入れない会場 は200名 の求道者や友人,会 員,宣

教 師であふれ,熱 気 の ある楽 しい伝 道集会 と

なった。

｢アメ リカ人か ら見 た 日本人｣を テーマに討

論 や会場 との質疑 を行 ない,日 本 人 とアメ リカ

一 鰯

認 簗
騨 ∴悪垂蓋樂欝 壽篶寵
く 鋤･★ 轍 の辮 外鳳 国騨 会1諜咄駄 集まボー ピ

囎

●札幌市教育文化 会館

講 堂て行なわれた｢チ

ヤンポン トーキンク｣

に200人 か集 った。

●(右下)案 内用のチラ

シ､

なゆ

熱勢,藷

響』 い 渉
㌔ゼ
諮 一 鴇 一一 卿

讐綴
鮎

.踊

健
鐸
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人の違 い につ いてパ ネ ラーから実 際 の体 験 に

よって得 た様々な相違 点が出され るたひに会場

か ら驚 きの声 や笑 いが絶 えず,宣 教師 による楽

しいスキッ トも折 り込 まれ,2時 間半の集会 も

短 く感 じられ た。参加 された方々か ら｢自 由な

雰囲気 で楽 しい。今後 もぜひ続 けて ほしい｣｢大

変 お もしろくため になった。次回 も必ず参 加し

たい｣と いう意見 を多 くいただいた。

今後 この ような催 し物 をさらに発 展させ,充

実 した ものにしてい きたいと実行委員会 は語 っ

ている。(レポーター 札幌 ステーキ部第二副 ス

テーキ部長･大 田原勝 幸)
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ま した。初 めは迷 うこともあ りました斌 その

つど聖典 を読 み,皆 様 の証 を聞 き,心 を神 様に

ゆだね ることの重大 さを教 えられて きました。

夫 と共 に,ハ ワイ神殿 に初 めて参 入 した とき,
は

青 い空に映 える真 っ白な神殿 を仰 いだ ときの感

激,こ れこそ天国だ と思 いました。 そ して数々

の儀 式 と祝福 をいただいて,｢あ あ,生 きていて

良かった｣と 喜 びもひとしおで した。 またその

後,ソ ル トレーク神殿 まで行 かせていただき,

以前 に福島で伝道 され たた くさんの宣教師 たち

に会 い,世 界中にこの ようにたくさんの兄弟姉

妹 がいるのだ と思 う心強さを覚 え,｢あ あモルモ

ンになって良 かった｣と 思 ったので す。

いろいろなことがあ りま した。小 さな家 の教:

会 から転 々とあちらこち らに移 りました。 で も

今 はすばらしい教 会堂 が福 島にで きあが りま し

た。神 様は常 に,私 たちを忘れず に導いてくだ

さいます。

完成 した新 しい教会 で集会 ができたとき,ど

んなに夫が喜 んだことで しょう。｢ああ,こ れで

肩の荷がお りたようだ。 この教会 で第一･号の告

別 式をやれた ら本望 だろうなあ｣と 喜 んでお り

ました。今考 えると,夫 の最 も望 んだ願 いがか

なったと,胸 が→杯 にな ります。事 実 その通 り

●8月5日,､福 島ワー ド部教 会堂で行

なわれた堀江恵助兄弟の告別式には教

会内外から300人 が詰めかけ,故 人 の

めい福 を祈 った。堀江兄弟は地元教会

員 として初 めて福島支部長に召 されて

以来,経 営者 としての 多忙な生活 にも

かかわらず,主 のみ業のために献身的

に働いてこられた。

にな りました。

兄弟姉妹 の温 かい心 からの奉仕 の中に,た く

さんの知 人や親戚 の方々のお見送 りをいただ き

立派な告別式 を していただいた ことを,深 く感

謝 し,お 礼 申しあげます。また神様が生 きて私

たちを常 に見守 って くだ さることを知 ってお り

ます。本 当にあ.りが とう ございま した。(ほ り

え･と み1911年 生 まれ,福 島ワー ド部)

日忽の恵み
一歯科医としての経験から一

札幌伝道部

函館支部

近藤 玲子

囹
か ら5年 前,大 学 を卒業 して札幌 のある

歯科医院で働 き始 めました。 それ から間

もなく姉 の紹介 で教会 を知 るよ うにな り,末 日
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遡醗鐡 鍵灘難欝
続 けていました。 その間,ふ た りの子供 に恵 ま

れ,子 供 たちに も信仰の大切 さを教 えてまい り

ました。

しか し,11年 も同 じ信 仰 を持 っていなが ら,

私 たち夫婦 は考 え方,生 き方,す べての価値観

の違 いをどうすることもで きなかったのです。

また,経 済的に も精神的 にも様 々な困難 に直面

しました。

そのような生活 の中で,あ る理由 から突然 そ

れ まで住 んでいた家 をすぐにで も出なければな

らない状況 に追いつめられ たのです。 しばらく

して離婚 という事態 とな り,そ の後 のほんの数

カ月の間に信 じられない出来事 が次 々に起 こ り

ました。｢子供たちふた りを引 き取 り,そ れまで

家庭 にいた私が生活 を支 えていかなければな り

ません。 たび重 なる苦難の中,今 までの11年 に

わたる信仰生活は一体何 だっためか と疑問 を抱

くようになってい ました。

しか し私 が多 くの苦難 を抱 えて藤沢 の地へ移

転 してから,私 の人生はさらに大 きな転機 を迎

え,道 が備 えられていたかのようによい方向 に

導 かれ ました。

私が苦難 の中か ら救 われ,末 日聖徒 イエス･

キ リス ト教会の会貝 になれ たの は,藤 沢 に住 ん

でいる私 の姉夫婦 沼田兄弟姉妹のお陰です。

神権者である沼田兄弟が家庭 を守 り,責 任 を果

たそうと努力す る姿,そ して沼田姉妹 の夫 を信

頼 しきっている姿 は私 には驚 きでした。

日曜 日ごとに姉 夫婦 と共 に教会 に行 くように

な り,し ば らくして姉妹宣教師 からレッスンを
いかり

受 け始め ました。碇 姉妹 とジョーンズ姉妹 のお

ふた りは とても明 るくすてきな方々で した。 け

れ どもそれ までず っと批判 し,心 を堅 く閉ざ し

ていた神 様の教 えですか ら,初 めはおふた りの

レッスンは私 の心 に入ってきません。モルモ ン

経 も読み始 めていましたが,こ れ も同 じです。
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しか し何度 か教会 に行 って多 くの人々の証 を

聞き,レ ッスンを受 けていくうちに,自 分の信

仰 に不信 を抱 き始めていた私 は,本 当に神様が

生 きておられ るな ら私 も知 りたい と思 うように

な りま した。 そして心 を開 いたときから,モ ル

モ ン経 も宣教師 の レッス ンも,信 じられないほ

ど私 の心 に入 って きました。

町 田ステー キ部大会 のときでした。大会 の途

中,私 は体の震 えを感 じ,そ の震 えは大会が終

わってからも止 まりませんでした。私 はひと り,

礼拝堂 に残 って祈 りました。｢神様,教 えて くだ

さい。 この震 えは何 なので しょうか｣と 。

どの くらいた った ので しょうか。碇 姉妹 と

ジョー ンズ姉妹が入 って来 られ,私 のそばに座

り,碇 姉妹が いつ もの ように神様のお話 を始 め

ました。 その とき私 は涙が出て止 まりませんで

した。不麿 議にも体 の震 えは止 まっていま した。

そのこ とをお話 した ところ,碇 姉妹 は｢そ れは

もうひ とりの木村姉妹,霊 の体が感 じているの

です よ｣と おっしゃい ました。

私 が祈 り求 めていた答 えを姉妹宣教 師が持 っ

て きて くださったのです。

私が バプ テスマを受 けるまで に,様 々な問題

が起 こ りま.した。 しか しそのつど,祈 りと断食

によってスムー ズに解映 していき,､た くさんの

証 を得 ることがで きましたg

､子供 の保育園 の問題 も,私 の会社のす ぐそば

の保育 園にひと り退園ずる子 がお り,そ の代 わ

りに.入園することがで きました。 しか しお昼 に

はお茶 が出ると聞 いて,う ちの子供 だけお水 に

してほ しいとお願 いしたところ;ひ とりだけ特

別扱いはできないと断わ られて しまいました。

私は非常 に悩 み,困 って しまいました。監督

に相談 した ところ,も う一度 チ ャレンジして ご

らんな さいと言 われ 断食を してお願いに行 き

ました。すると今度 は快 く受 け入れ てくだ さっ





､宣赦師への思返 し･ .
　　ぞ

田私だちは皆末甲聖律φ信仰
.を受け入れ孝

､レた+∴r...

北陸地方部福井支部

竹沢..のり子

①妹 ②姉 ③母 ④私

⑤姪 ⑥夫 ⑦長男

⑧娘 ⑨次男

磁網
ん29黙

回鵠灘議鵬慧欝
りま した。

ま の

1おみた りの名前 嫉 .ハワイから来 られた真野

姉妹･(60歳 供〉.と木阪か ら来 られ為志野(旧 姓
.津田)姉 妹 です

。..私は妹 を誘 って蒔ふた りの愛

に吸い込 まれるよう.にしてバプ テスマを受 け,

感謝で一杯 でした。 どう したらこめお礼 がで き

るかお尋 ねしま,したち,神 様 も宣教 師 も,求 道

者 を紹介 することが一番 喜ばれ るζ言われま し

た。

さっそ くふた りのお友達 を紹介 しましたが,

戒 めが碧ずかしく,.改宗 まで至 りませんで した。

そのとき伝道 のむずか しさを知.ると同時に宣教

師の偉大 さに改めて感動 を覚 えま した。その頃

力}ら･宣 教師の愛へρ恩返 レは求道者 を見つけ

ることど としっか ワ心 に刻 みました。.､
』バプテス

マを受 けてち ょうど1年 後 に,非 教

会員の主人と結婚 しました。教 会の人たちは,

私 が教 会から遠 ざかって しまうのでは と心配 し

て くださいました。それでも祈 り続けて確信 を

得 た結婚だったので,神 様 を信 じてい ました。

5年 かかっても10年 かかってもいい,い つか一

緒 に教 会へ集 って くれれば と思 って,教 会員 と

しての気 くば りだけはいつ もしていました。

そ して主人 はあるとき求道者 として レッスン

を受 ける機 会に恵 まれ,途 中いろいろ試練はあ

りましたが,結 婚後1年6カ 月で改宗 しました。

それか ら6年 た って3人 の子供 に恵 まれ 育

児や教会 の責任,仕 事 を通 していろいろな こと

を学ばせていただきました。子供 たちが神 様の

子供 としてはずか しくない信仰 を身 につけ,憧

れの宣教師 になるように育 てるのは私 たちの大

きなチ ャレンジだ と考 えてい ます。宣教 師 の

レッスンを手伝 うのに立 ち合 ったとき,い つ も

宣教師 たちのご両親 を想像 しながら,尊 敬 の念

で一杯 にな ります。

神 様か らの祝福 をいただ くたびに,宣 教師 へ

のお返 レが気 にな ります。求道者 を紹介 しな く

てはと思っていたとき,ロ レンゾ･ス ノー大管

長が啓示 を受 けて什分の一 の律法 について説 く

｢天の窓｣と いうビデオを見 る機会があ りまし

た。私 たちが主の律 法に従順 に従 うことに よっ

て主が天の窓 を開 いてあふれるほどの恵みを く

ださる ことを知 り,強 い感動 を覚 えました。私
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｢ミ ス･マ ガ ジ ン｣に 選 ばれ τ

試練に立 ち向か う勇気 一

回 年 マガジン｣と いう雑誌で は年 に1度,

読者 の投票 によって雑誌の表紙を飾 る

｢ミス･マ ガジン｣を 選 ぶコンテス トがあ りま

す。今回,私 は縁 あ って3代 目に選 ばれ ました。

選ばれたことについては別段感 じる ものもな

かったのですが,こ れからどうす るかについて

は大 きな期待 と不安 があ りました。演劇 は以前

から好 きでしたので,で きれば その方面 に進 み

たいという希望 もあ りま したが,何 しろ私 には

芸能界など現 実ばなれして見 え,き っ と大学へ

行 った らそのうち忘 れてしまうだ ろうぐらいに

しか思っていませんで した。

ところが今回｢ミ ス･マ ガジン｣に 選 ばれた

ことからテレビのコマーシャル に出演 すること

が決 まりました。芸能界 に入 ることが現実 の問

題 となって くると,教 会貝 としての不安 が大 き

くの しかかってきま した。芸能界は悪 い所 とは

言 いませんが,や は りいろいろ と問題 の多い世

界です。

そ こへ案の定,ひ とつの試練がふ りかかって

きました。写真撮影 のとき,衣 装合 わせ に行 っ

てみるとビキニが数 点あ ったのです。 ほとほと

横浜ステーキ部 斉藤 由貴(18歳)
横浜中央支部

困 り果 て,そ の ときは何 とか免 れたのですが,

はっき りと断わ らなければ当然撮影地 で着 るこ

とにな ります。皆 さんは｢そ んなことで迷 うな

んて｣と 言われるかもしれ ませんが,私 にとっ
せんざいいちぐう

ては千 載一遇 のチャンスを逃 すか もしれ ないと

いう気持 ちと,教 会貝 としての気持 ちとの はざ

まに立た され,泣 き.たくなるほ どのもので した。

その帰 り,結 婚 した姉 の もとに相談 に行 きま

した。いろいろ話 をして,こ こで妥協 して しまっ

たら,こ の先 どんどん度を越 すことになる,と

言われ ました。 また｢神 様の戒 めを守れば必ず

そこには道 があ り,神 様がその責任 を持 って く

ださる｣と のア ドバイ スを受 け,義 兄 と姉 のそ

の言葉 によって完全 にその試練 に打 ち勝つ決心

がついたのです。

その とき私 は生 まれて初 めて,本 当に神 様を

信 じる ということが どんなこ とかわかりかけた

ような気 がしました。それは決 して甘 くな く,

それ どころか厳 しくさえあることを。 また私 は,

｢神様 を愛す る｣こ とが｢神 様 を信 じる｣こ と

と深 い ところでつなが っているのを身 をもって

知 りま した。信 じる ことさえいざとなると容易

ではなかったの に,行 ないが伴 うと.なるともっ

と大変 だとも思 いました。 しかしその大変 さを

知 ると同時 に,私 は ますますこの教 会が真実 で

あるという確信 を強め ました。

家 に帰 ると,私 は落 ち着 いた気持 ちで両親 に,

こういうことがあったが断わることに した,と

話 すことがで きました。 するとどうで しょう。
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聖徒の道索引
1984年1.月 一12月

第28巻 第1号 一第12号

☆ イエス･キ リス ト

イエ ス･キ リス ト;救 い主,順 い主(ペ ンソン)…1月

｢そ れ では キ リス トといわれ る イエ スは
,

ど うした らよい か｣(ヒ.ン ク レー)…5月

それ ほど神 は世 を愛 して くだ さった

(キ ンボ ール)･…･･5月

イエ スの歩 まれ たと ころを(リ ー)5月

基 督イ エス ーその言 葉 と意味(ダ ラ.ム)7月

使徒 が語 る キ リス トの証(ハ ンター)8月

☆ 祈 り

天 にい ますわ れ らの父 よ(ペ リー)

祈 りの方法(マ ッコンキー)

☆ 家 庭･結 婚

9

i

7

38

24

7

1月19

7月57

親 と子の面 接(エ イシー)1月24
｢あ なたの 父 と母 を敬 え｣(ダ ン)1月44

子供 を思 いや る両 親(ハ ンタ ー)1月112

結婚 生活 を育む ため に2月13

近 きにあ りて遠 き もの.(自 閉症 児 とと もに)… …3月16

幸福 な結婚 を もた らす律 法(質 疑 応答)4月22

家族 に流れ る梅流(キ ンボール).6月1

聖 典 を自分 た ち夫 婦 にあて はめ て6月20

結婚 と離婚(ヘ イ ト).7月20

永遠 の家庭 を築 く(モ ン ソン)..7月27

家庭 を天国 のよ うに(ク ック)7月53

主 は我 が心 を変 えた もう8月16

仲 む つま.じくあ るため に10月7.

☆質疑応答

主の再臨の場所

幸福 な結婚 をもたらす律法

守護天使は存在 しますか

モルモン経に記 されている年代

水の上を歩いたペテロ
｢モ ルモ ン｣と い う言葉

｢岩｣と し
.}う言葉 の象徴 的 な意味

アダムまでの系図

純潔の律法

主の降誕以前の主のみ名

モルモン経 と神殿事業

優先順位のつけ方

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

3

4

5

5

6

6

8

8

9

9

0

0

1

1

14

22

28

30

15

18

12

14

7

10

14

19

68

証 を得 る には11月22

ホ.7ム テ ィー チ ャーの同僚 を活発 にす るに は……11月27

☆自由意志

自由意志と愛(ハ ンクス)1月

自由意志 と責任(キ ャノン) .1月

.☆ 神 権 定 員 会

｢汝 らは いかな る人物 にて あ るべ きか｣

(ベ ンソ ン)… … …1月

欺 かれ ては な らない(ヒ ンク レー)1.月

神権の祝福

失 われ た羊 を連 れ戻 す(ワ ース リン)

私 の羊 を養 いな さい(パ ツカー)

我 が家 のホ ーム テ ィー チ ャー

私 の兄弟 が そこ に住 ん でい ます.

ホ ーム テ ィー チ ャーの 同僚 を活発 にす る には……11月

☆人生･日 常生活

4月

7月

7月

8月

10月

37

142

人生 の謎(パ ッカー)

76

81

25

71

75

40

36

2?

ρ

実 を結んだ訪問教師メッセージ

光 は決 して動かない

聖徒たるにふさわしく

永遠の展望

特別な人

義 の武 器(エ イ シー)

われ らは正 直 なるべ き ことを信 ず(ア シュ トン)… .3月
｢シ ンデ ィーに｣

マ シューか ら贈 られ た テキス ト

委任 す る とさ,し な い とき

バ ス を乗 り違 えて(シ ル).

で き ます とも

｢そ れ が私 がいた だ くもの です か｣

新会員の皆さんへ(ダ ン)

ホテルの入口で見1た謙遜 さ

勝利

良 いイ メー ジを与 え る

ア ヒル.はさ まざ ま

命綱

人を裁 くな

分類にとらわれず一独 身者の生き方

15歳:祝 福の年

私 た ち はク リスチ ャ ンです(ウ エ ル ズ)

人との比較

魂の闘い
｢いと高き者の子ら｣

強風に払い清められた

祝福による祝福

名 も知 らない人

隣 の席(.ク ック)

導 くのは私 運転するのはあなた

みたまの力を毎 日の聖典勉強から

養蜂家

任命
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月
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あな たの伴侶 の宣教 師 とな る .3月8.

伝 道:あ な た しか決 められ ない こと.. .7月62

福 音 を全 世 界 に宣 べ伝 え る使 命(ベ ン ソン)… …7月80
｢そ れ ゆえ に

,あ なた がた は行 って,

すべ ての国 民 を教 えよ｣(ペ リー).…7月131

日記にホる私の改宗

この世 が改宗 す る とき(キ ンボ ール)

芽 吹 く種 一宣教 師訓練 セ ンター

☆福祉

8月

9月

10月

日の光 栄 に至 る自立 の本質(ロ ムニ ー)11月

｢主
,そ の民 を シオ ンと呼 びた まえ り｣

(キ ンボー ル)… …12月

☆ 奉 仕

奉仕がもたらしてくれるもの8月

不都合なときに多い本当の奉仕

(フェザース トーン)… ……8月

☆ モ ル モ ン 経

私 為ちの宗教 のか なめ.石(フ ァウ ス ト).

｢あ なたが たは モル モン経 を どう思 うか｣

37

1

28

i

z

29

29

1月14

(マ ッコ ンキー)… …1月127

重んじられるべき書物.4月.

モルモン経 に記されている年代(質 疑応答)… …5月

モルモン経 にっいての証11月

☆ モルモン･フ オーラム

子供にバプテスマの備えをさせるには

欠点にとらわれず長所を見いだすには

うっ状態から抜け出すには

家庭で読書意欲を養うには

☆優先順位
さまざまな声

4月

5月

6月 .

9月

1

0

0

1

ら0
.
-

4

4

4

4

5

.[
｣

5

5

優先順位のっけ方(質 疑応答)

☆子供のページ

小さなお友 だちへ(ヘ イト長老)

4月19

10月19

｢の どが かわ かな いかい｣

イノ スのいの り

おも ちゃば こ

小 さな お友 だちへ(リ チ ャー ズ長老)

イエ スさま は,ど うや ってお金 を うけ とる の……3月

よげん し ゃヨナ

2月

2月

2月

2月

3月

お もちゃば こ

月

月

3

0σ

トーマ ス･ケ イ ン か いた くし ゃのお友 だ ち……4月

ニタの ひつ じ

かみ さま とのや くそ く

ク レアと タレ ン トシ ョー

天上の大会議

おもちゃばこ

4月

4月

5月

5月

5月

小 さなお友 だちへ(マ ック スウ ェル長老)… ……6月

マ ンディー のあ たら しい友 だち6月
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70

手話

お子 さ まク ッキ ング

お も ちゃば こ

ジェ ドと川

お子 さま クッキ ング

もはん にな りま しょ う

お もち やば こ

両方のいいところ

ノア とは こぶね

お子 さま クッキ ング

お もちゃ.ばこ

メ リサ のバ プテ スマ

カイ ンと アベル

ハ ロー ウ ィー ンの ジ ャコ ラン タン

えい ゆう 一スペ ンサ ー･W･キ ンボ ール大 管長…11月

アクー マ とキバ .

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

6

6

6

8

8

8

8

9

9

9

9

0

0

0

1

1

1

お も ちゃば こ

プ レゼ ン ト

おさ なご イエス

せ い し ょにでて くる どう ぶつ

☆ ローカルページ

合衆国大統領特別補佐官として

11月

11月

12月

12月

12月
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活 躍 する末.日聖徒1月156

高松 ステ ーキ部新 聞.｢ハ ーベ ス ト｣.1.月158

イ ンタ ビュー ケ.ン ト･ギ ルバ ー ト兄 弟 に聞 く…2月54

関 東地 区240名 が参 加 した

｢セ ミナ リー･グ ラ ンプ リ'83｣… …2月57

広 島 ステ ーキ部徳 山 ワー ド部 で聖 書展 覧会 開催 …3月59

東 京南 ステー キ部 と東 京南伝 道部 の協 力 によ る

｢ク リズ マス の集 い｣
.3月60

名.古屋地 区 ボー イス カウ トの

ク リスマ ス集会 開 く.3月61

｢明 け ま してお めで とう｣伝 道3月64

第5回 パ イク･ア･ソ ン伝 道 と

ボ ラン ティア活 動 で成 果3月65

歌 は心 の友,幸 せへ の愛 の扉3月66

若 い男 性･若 い女 性 の機関 紙

｢歩 励 相｣の もた ら した もの4月60

再 組織 された東 京北 ス.テーキ部 長会5月57

本 格的 に取 り組 んだ｢ベ ニス の商人｣の 公演

厚木 支部5月57

矢野兄 弟｢大 塩平 八郎 の乱｣の 古文 書発 見で

マ スコ ミの話題 に5月64

9ス テー キ部合 同大会 に4,100名 が 出席

東京･東 京 北･高 崎･静 岡地 区…･･…･6月.57

ス ティー ブ･ヤ ング兄 弟,プ ロ スポー ツ界 最:高額

(約96億 円〉 でプ ロ入団6月68

日本東 京南伝 道部 長 ロバ ー ト･D･グ ヅ ドウ ィン….7月146

日本 仙台伝 道部長 に召 された

青柳 弘一 ス テーキ部 長7月146
｢フ ォーエ ヴ ァ.一｣フ ァミ リー コ ンサー トに

800人 が入 場7月148

エ アロ ビクス体操 と伝 道 プ ロ.グラム7月150
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枚方ワー ド部

釧路支部

井尻 ワー ド部
一宮 ワー ド部

函館支部

白石ワー ド部

帯広支部

米子 ワー ド部

熊本北支部

久留米支部

福島ワー ド部

加 古 川ワ ー ド部

2月67

2月 表3

3月72

4月68

5月68

6月65

7月160

8月68

9月68

10月68

11月68

12月72

☆JMTCス ナップ

第53,54,55期 生

第56,57期 生

第58,59期 生

第60期 生

第61,62期 生

第63,64期 生

2月66

4月67

7月147

8月67

10月64

12月63

☆読者のひろば･編 集室から
｢教 会 で の子供 た ち｣を 読 んで(堀 井幸枝)… …1月167

渋 谷ブ ッ クセ ンターか らの お知 らせ… ……5月66,11月68,

1月168,2月68,3月72,4.月68,5月68,8月68,12月67

完成した加古川ワード部

教 会 當 一 種がまかれて10年

はり まなだ

匪僻磯繍讐備響搬譜
然 に囲 まれ た地域 に発展 した加古 川市は,万 葉

集 に出てくる｢印 南野｣の 集落で知 ら礼 その

歴史は古 く播磨 の穀倉地帯 で もあ り,江 戸時代

には宿場町 として栄 えました。現在 では人 口約

21万 人で播磨臨海工業地帯 として鉄 鋼をは じめ

とす る近代工業が進 出 し,新 産業文化 都市 とし

て発展 しています。

この加古川の地 に初 めて回復 された福音が も

たらされたの は,約10年 前 の1974年3月 で し

た。姫路支部 の付属支部 としてスター トした初

めの頃 は,定 まった建物 がなく安層､日ごとに勤

労会館な ごを借 りて集会 を開 いてい ました。 や

がてある民家の2間 を借 りることたな りま した

が,そ の建 物には トイ レがなか ったため,駅 ま

で用を足 しに行 かなければな りませ んでした。

その年の暮 れに曽谷眼科 の2階 をお借 りする こ

とがで き,そ こで約5年 間,お 世話 にな りま し

た。 そして独立支部 とな り,教 会員 も増 えて成

長 してきました。

1980年3月 に神戸 ステーキ部 が組織 され た

ときにワー ド部 とな りました。 またその年 に,

菓子問屋 の倉庫で あった現 在の土地が購 入され

ま した。

そして昨年建築 が許可 され ました。主か らの

この大 きなプ レゼン トは言葉 で言 い表わせない

喜 びで した。新 しい教会堂 は今年 の5月11日 に

完成 しま した。土地 が間 口14メ ー トル,奥 行 き
うなぎ

41メ ー トル とい う鰻 の寝床 のように細長 いため,.

新築 なった教 会堂 は,ズ ペースを生 かす工夫が

なされてい ます。2階 の礼拝堂兼 多目的 ホール

に通 じる廊下 の部分が1階 より出ていてひさ七

の ようになってお り,下 のスペースに14,5台

が駐車 できます。

加古川 ワー ド部 での特徴 を2,3ご 紹介 いた

します と,① ワー ド部 となった記念 に発行 し始

めた｢ワ ー ド部便 り｣は 毎 月発行 され やがて

満5歳 を迎 え よ う と して い ます。② ホーム

ティーチ ングの達 成率 は過 去3年 間90パ ーセ

ン ト台を持緯 して きました。③聖餐会の後30分

間,ワ ー ド部聖歌隊 がコー ラスの練 習をしてい

ます。現在 では レパー トリーがかなワ増 え,｢い

つで もどこで も歌 えるように｣.を モ ットーに練

習に励 んでいます。 また初等協会の子供たちも

毎月1回 聖餐会で子供の歌 の発表 をしています。

多くの人が このすば らしい教 会堂 に集 って主

に讃美 を捧げ,そ の心 に霊の糧 をたくさん いた

だき,'や がて はこの加 古 川の地 が シオ ンのス
いしずえ

テーキ部 の礎 となるように 日々頑張 ってい ます。

(加古川 ワー･ド部監督･都 倉昭夫)
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